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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康増進課 栄養改善普及運動 H29～現在

県保健福祉事務所・センター各管内の特

定給食施設（事業所）と連携し、「そろ

えて食べてスマイルスリー」～主食・主

菜・副菜をそろえた食事～を統一標語と

して、イベントブースの設置や講話を実

施する。

1.よくできた

参加施設を手上げ方式で募集すると、比較

的健康増進に関心のある施設が応募してく

ることが多く、本当に支援の必要な事業所

へ対応できていないこと。また、事業所の

支援者の給食提供を通じた健康増進に対す

る理解を深めていくこと。

○ ◎ ○ ○

健康増進課
特定給食等指導事

業
H15 ～現在

給食施設に対し栄養管理の実施について

必要な指導、助言及び監督を行うととも

に、利用者や職員などの健康に関する知

識の普及や健康・栄養教育等の支援を行

い、もって給食を通した地域の健康づく

りを推進する。

2.だいたいできた

高齢者施設等では新しい委託の業態等が見

られ、給食の実施主体が見えにくいこと。

コロナ禍により、従来実施していた対面で

の個別指導が十分に対応できていないこ

と。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

健康増進課
地域保健活動推進

研修
H17 ～現在

地域の社会資源を活用しつつ栄養・食生

活改善活動を包括的に推進するために、

医療・福祉・介護関連施設等と連携し、

地域の関係機関や団体それぞれが実施す

る食生活・健康増進対策の取り組みを支

援する。

2.だいたいできた

食生活支援に係わる対象者は、行政の実施

する研修時間帯では業務中のことが多く、

参加者が限定的であること。コロナ禍によ

り、従来実施していた集合型の研修が開催

できない場合には、オンライン開催等実施

方法を工夫したが、ネット環境が十分でな

い場合があること。

○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

健康増進課 ブルーライト県庁 H27～R３

糖尿病対策に関する普及啓発のため、世界糖尿病デ

―（11/14）にあわせ、県庁をブルーにライトアップ

する。（神奈川県糖尿病対策推進会議と共催）

新型コロナウイルス感染症拡大前は、医師会の先生

による講演や音楽隊による演奏などの点灯イベント

を行う。

2.だいたいできた

高齢化に伴い、糖尿用有病者数は増加傾向

にある。食事や運動など生活習慣に起因す

るため、それらの事業と協力して幅広く普

及啓発していく必要がある。

○ ○ ○ ○ ○

健康増進課
生活習慣病予防指

導者育成事業
H27~R3

地域における指導者やリーダー等を対象とし、が

ん予防や生活習慣病予防の基礎知識、検診の受診

促進等について講習を実施。

1.よくできた

生活習慣病予防には栄養、睡眠、運動習慣

などの生活習慣が大きく関わることを広く

普及啓発していくために、コロナ終焉の折

には研修回数の再検討が必要である。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康増進課
定期歯科検診結果

に関する調査

H23～現在

毎年、定期学校健

診終了時期に照会

神奈川県歯及び口腔の健康づくり推進計

画における学齢期の目標値を経年的に把

握するため、県内公立中学校及び県立高

校における歯科検診結果の調査を実施。

1.よくできた

むし歯のある者は年々減少しているもの

の、むし歯有病者の地域差があるため、地

域の実情に応じたむし歯対策等が必要であ

る。

中高生における歯肉に異常所見がないもの

も増加しているが、セルフケアの実践に向

けた普及啓発等の取組が引き続き必要であ

る。

◎ ○

健康増進課

歯科保健普及啓発

事業（「健口かな

がわ５か条」の普

及啓発）

H27年～現在

県民の行動目標「健口かながわ５か条」

について、チラシ等を用いながら各市町

村、地域歯科医師会等関係団体と協力し

健康づくりイベント等での周知。

1.よくできた

「かかりつけ医をもって、年に1度は歯科

検診」などの行動目標について普及啓発を

行ってきた。しかし「過去1年間に歯科検

診を受診した者の割合の増加」という目標

値は、数値としては着実に増加してきた

が、目標値には到達していないため、普及

啓発方法等に検討が必要です

◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

健康増進課
県民歯科保健実態

調査

H23年～現在

H23年度、H28年

度、令和2年度に

調査実施

県内の幼児、児童、生徒、成人の歯科保

健の実態を把握し、歯及び口腔の健康づ

くり推進計画や各種県計画の評価として

活用を図り県民の健康増進に役立てるた

め、調査・分析と結果の公表の実施。

1.よくできた

本調査のアンケート調査に関する部分は、

調査票の設問の選択肢及びその順番等で、

結果が左右される。計画期間中に大幅な変

更は、正確な評価に影響をすると考えられ

るので、今後の計画に伴い実施する調査で

は設問及び選択肢については検討が必要で

す。

◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

健康増進課
フッ化物洗口普及

啓発事業
H18年～現在

地域歯科医師会・薬剤師会等の関係機関･

団体や市町村との連携調整を行う。

(2)  各地域の状況に応じた方法で、家庭

内フッ化物洗口情報の普及を行う。

3.あまりできなかった

「12歳児の一人平均むし歯数が1.0本未満

である地域の増加」という目標に対して、

経年的に改善してきたが、目標値に到達す

ることが出来なかった。また、健康格差

（地域における差など）が生じていること

から、対策が必要と思われる必然性のとこ

ろへの普及啓発等の対策が必要です。

◎ ○

健康増進課

オーラルフレイル

健口推進員養成事

業

H23～現在

歯及び口腔の健康づくりに主体的に取り

組むオーラルフレイル健口（8020運動）

推進員の養成と活動支援を行う。

1.よくできた

「80歳（75歳から84歳）で20本以上の自

分の歯を有する者の割合の増加」という

8020運動については、オーラルフレイル

健口推進員等の活動により、「神奈川県歯

及び口腔の健康づくり推進計画」の目標値

の達成には到達していないが、数値として

は着実に増加しました。より効果的に普及

啓発等を実施して頂くためにも推進員養成

の在り方、活動の場の拡大、市町村等との

連携強化が必要です。

○ ◎ ○ ○ ○

令和３年度　「かながわ健康プラン２１（第２次）」推進に係る取組実績

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

健康増進課
後期高齢未病改善

推進事業
H27～現在

高齢者が、自らフレイルを早期に発見

し、未病改善の取組を実践できるように

するため、市町村や関係団体等と連携し

ながら自己チェックの機会を提供すると

ともに、食・運動・社会参加の重要性に

ついて啓発を図った。

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/c

z6/cnt/f480290/frail.html

2.だいたいできた

〇事業実績（フレイルの意識変容者）が県

民全体の高齢者人口から比較すると、非常

に少ない。

〇フレイルチェックプログラムを実施する

には、時間・労力・コストがかかるために

市町村に負担が生じている。また、R2か

ら国の保健事業と介護予防の一体的実施

（75歳以上後期高齢者のフレイル健診）

が始まったことにより、市町村でフレイル

関連の事業が重複してしまっている。

〇フレイルチェックの測定結果の経年的な

分析ができていないことも課題（測定結果

を地域課題の解決にうまく活かせていな

い）である。

○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康増進課
未病対策普及啓発

事業
H26～現在

県民が未病改善に取り組めるよう、企業

や市町村などと連携し、自らの健康状態

をチェックでき、専門家の助言を受けら

れる未病センターの設置や利用を促進し

た。

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/c

z6/cnt/f480290/mibyoucenter.html

3.あまりできなかった

〇　外出自粛のほか、感染拡大防止のため

一部施設の利用停止や利用時間短縮等によ

り、未病センターの利用者数が大幅に減少

した。

○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

健康増進課
未病女子対策推進

事業
H28～現在

女性の活躍を支援するため、女性の健康

課題に関する知識の普及、改善に向けて

の普及啓発を行った。

https://joshi.me-byo.com/

2.だいたいできた

○サイト運営・LINE配信により普及啓発

を定期的行い、無関心層へのアプローチも

成功しているが、ユーザーの関心が高い女

性の健康課題が偏っており、課題設定が難

しくなってきている。

○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康増進課
高校における未病

学習推進事業
R1～現在

令和元年度に作成した「健康・未病学習

教材」を県立高校１年生及び教員に全校

配布するとともに、企業と連携し、私立

高校における出前事業に当該教材を活用

した。「依存症」、「感染症」のコラム

を教材に追加した。

2.だいたいできた

○新型コロナウイルス感染拡大による分散

登校、臨時休校等で授業時間数が減り、ま

たオンライン授業での活用の準備も整って

いないため、当該教材を活用することがで

きなかった学校もあった。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

健康増進課
子どもの未病対策

応援プログラム
H29~現在

企業・団体・大学等と連携し、県内の幼

稚園や保育所等で、子どもの未病対策に

資するプログラムを提供した。

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/c

z6/kodomo_plogram.html

2.だいたいできた

○新型コロナウィルス感染症の影響により

一部オンラインの活用をしているものの、

オンライン環境が整っていない園が多いた

め、感染拡大時には実施が困難である。

◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

健康増進課

webサイト「丘の

上のお医者さん」

運営

R2年度～

妊娠適齢期等の妊娠・出産に関する正し

い知識の普及を図るため、県が作成した

普及啓発ツール「丘の上のお医者さん」

を活用し、重点的な普及啓発を行う。

2.だいたいできた

サイト全体のアクセス数に比して妊娠中の

禁煙に関するページのアクセス数が少ない

ため、同ページへ誘導する工夫を要する。

○

健康増進課
受動喫煙防止等普

及啓発
H21～現在

受動喫煙防止等普及啓発キャンペーンに

おいて、イベントの開催や市町村や協力

企業へのポスター掲示、WEB、デジタル

広告及び動画放映を通して、受動喫煙の

健康への悪影響や、受動喫煙防止条例の

内容等について普及啓発を実施した。ま

た、受動喫煙防止条例の概要をまとめた

県民向けのチラシやリーフレットを作

成・配布し、受動喫煙防止条例の内容等

について普及啓発を実施した。

1.よくできた

　健康増進法が全面施行され、多くの人が

利用する施設で受動喫煙防止対策が必要に

なることから、引き続き、法や条例内容や

健康影響などに関する周知や普及啓発など

に努めていく。

　今後は、新型コロナウイルス感染症の影

響等も加味して、対面型からSNSを活用

したキャンペーンや企業と連携した普及啓

発を行うなど、対象や方法に工夫が必要で

ある。

○ ○ ○ ○ ◎

健康増進課

喫煙専用室等設置

に関する技術相談

( R1年度までの名

称:分煙技術相談)

H21～現在

喫煙専用室の設置や施設改修等を検討し

ている事業者の皆様を対象に、健康増進

法や受動喫煙防止条例の技術的基準を満

たす内容について、専門職が個別相談

（無料）を電話やメール、来所等で実施

した。

3.あまりできなかった

R2年度の改正健康増進法の全面施行以

降、相談先も国へと移行してきているよう

なので、当該相談については規模等を縮小

していく必要がある。

◎

健康増進課

喫煙専用室等設置

に関する技術アド

バイザー派遣

( R1年度までの名

称:分煙技術アドバ

イザー)

H21～現在

喫煙室の設置や施設改修等を検討してい

る事業者の皆様を対象に、健康増進法や

受動喫煙防止条例の技術的基準を満たす

内容について、実際に店舗（施設）を見

せていただき、喫煙室の設置や煙の流出

に係る技術的な内容について提案する技

術アドバイザーを無料で派遣した。

3.あまりできなかった

R2年度の改正健康増進法の全面施行以

降、相談先も国へと移行してきているよう

なので、当該相談については規模等を縮小

していく必要がある。

◎

健康増進課 分煙技術講習会 H21～R1

受動喫煙防止条例が定める分煙の方法等

について、建築士、建築設備士等の技術

者等を対象とした「分煙技術講習会」を

開催。

2.だいたいできた
（R１年度で終了したことから今後の課題

はなし）
◎

健康増進課
ガイドラインの作

成・配布
H23～現在

受動喫煙防止条例の普及啓発に資するた

め、施設管理者むけのガイドラインを作

成・配布。

1.よくできた

健康増進法及び受動喫煙防止条例、並びに

施設管理者むけの各種制度の普及啓発のた

め、引き続き作成していく必要がある。

◎

2
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

健康増進課
卒煙サポートセミ

ナー
Ｈ24～現在

民間事業所や市町村等で、卒煙(禁煙)支

援を担当する職員を対象に、たばこによ

る健康への悪影響や卒煙(禁煙)支援方法

等についての研修会を開催。

2.だいたいできた

保健師等がコロナ対応に従事せざるを得な

いことから、セミナーへの申込者が少なく

なっているため、令和２年度及び3年度は

県外からの申込を受け付けたが、今後は県

内に限定するか検討する。

○ ◎ ○

健康増進課 卒煙(禁煙)相談 Ｈ17～現在

卒煙(禁煙)希望者の相談を受け、保健福

祉事務所等の医師や保健師等が、卒煙(禁

煙)方法や、禁煙支援医療機関等に関する

情報提供を行った。

1.よくできた ○ ◎ ○

健康増進課
未成年者喫煙防止

教育担当者研修会
H18～現在

「未成年者への喫煙防止教育及び支援、

たばこの健康被害について」の研修会を

行った（R2年度は書面開催・R3年度は所

属等での研修資料・動画視聴）。

1.よくできた
教育局等との連携のもと、引き続き効果的

な研修を実施していく必要がある。
○ ◎

健康増進課
小学生への喫煙防

止教育
H23～現在

県内小学6年生全員を対象に、喫煙防止教

育の普及啓発リーフレットを作成し県内

全小学校へ配布した。

1.よくできた

たばこに接する機会が増えると想定される

夏休前にリーフレットを配布したい意向が

あるが、学校ごとの対象者数の把握が第１

四半期では難しい点がある。

○ ◎

健康増進課
高校生等への喫煙

防止教育
Ｈ19～現在

県立高等学校、中等教育学校及び保健福

祉事務所管内の私立の高等学校、中等教

育学校を対象に、希望のあった高校等に

対し保健福祉事務所等の医師や保健師等

が喫煙防止教育を実施した。中高生を対

象とした喫煙防止教育の啓発リーフレッ

トを作成し配布した。

2.だいたいできた

新型コロナウイルスの影響で、実施校の数

は減ってきているのでが、そのような環境

下でも実施が可能な新たな方策を検討して

いく。

○ ◎

健康増進課
大学生等への喫煙

防止教育
H17～現在

新入生大学説明会などで利用してもらえ

るよう、大学生を対象とした喫煙防止教

育の啓発リーフレットを作成し希望の大

学に配布した。

1.よくできた

喫煙や受動喫煙が及ぼす健康への悪影響に

ついて、正しい知識を身に付けてもらうた

め、引き続き啓発を図っていく必要があ

る。

○ ◎ ◎

健康増進課
妊産婦への喫煙防

止教育
H28～現在

妊産婦を対象とした喫煙防止教育の普及

啓発リーフレットを作成し配布した。
3.あまりできなかった

妊産婦の喫煙や受動喫煙の危険性につい

て、引き続き啓発を図っていく必要があ

る。

○ ◎

健康増進課

禁煙治療を実施し

ている医療機関等

の紹介

開始年度不明～現

在

たばこによる健康への悪影響や卒煙（禁

煙）方法、禁煙治療を実施している医療

機関や禁煙相談を実施している薬局等の

情報をHPに掲載した。

2.だいたいできた

HPの掲載が令和元年12月1日現在把握分

のため、今後定期的に更新していく必要が

ある。

◎ ○ ○

健康増進課

中小企業受動喫煙

防止設備資金利子

補給

Ｈ２１～Ｒ３

※令和3年度を

もって終了

「中小企業受動喫煙防止設備資金利子補

給金交付要綱」に規定した対象者が「政

策連動資金（分煙設備等整備融資）等の

対象施設認定要領」に規定した分煙の措

置及び喫煙所の設置に要する資金の融資

利子率の１／２以内を補助する。

4.ほとんどできなかった
（R３年度で終了したことから今後の課題

はなし）
◎

いのち・未来戦略本部室
ヘルスケアロボッ

ト産業化促進事業
H27年度～

ロボットスーツHALを活用した高齢者等

の歩行機能改善に関する実証
1.よくできた

実証したプログラムの社会実装(自治体か

らの受託など)を今後進める必要がある。

本取組みをより広めるためにロボケアセン

ターでの実施だけでなく、介護施設等、外

部でも実施できる仕組みを検討する。

◎ ○

いのち・未来戦略本部室
脳梗塞の研究・実

証事業
Ｒ４年度～

脳梗塞等の発症前後の対応や麻痺した機

能の再生とリハビリに関する研究の推進

と社会実装

2.だいたいできた

開発したモデルマウスの実験系を用いて、

水素ガス吸入による脳梗塞の予後改善効果

検証について、研究開発を継続する必要が

ある。

◎

いのち・未来戦略本部室
ヘルスケアMaaS

実証事業
Ｒ３年度～

ヘルスケアMaaS（ヘルスケアを志向し

たシームレスな移動システム）の実現を

目指した湘南地域における実証研究を実

施

2.だいたいできた

住民のモビリティに対するニーズを正確に

把握し、住民が求めている技術やテクノロ

ジーの社会実装を検討する。

◎

いのち・未来戦略本部室
未病改善評価セン

ター推進事業
H29年度～

効能や安全性等の評価法の確立していな

い、機能性食品や腸内細菌等の分野で、

ﾆｭｰﾄﾘｹﾞﾉﾐｸｽ（栄養遺伝子科学）と動物試

験を基盤とする最先端評価システムを

KSITECに構築

1.よくできた

構築したセンター機能を持続的に運営して

いくために、民間企業等から受託を呼び込

み、継続してプロジェクト立案を進められ

る仕組みの運営が重要である。

○ ◎

いのち・未来戦略本部室 未病指標 H29～現在

個人の現在の未病の状態を数値で確認で

きる「未病指標」を、県のスマートフォ

ンアプリ「マイME-BYOカルテ」に実装

し県民に活用いただくことで、未病の

「見える化」から、未病改善につなげ

る。

2.だいたいできた

個人の行動変容を起こすために必要な「未

来予測機能」を実装する必要がある。

未病指標を県民に広く周知し、活用をより

推進していく必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。
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その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

いのち・未来戦略本部室 CHO構想推進事業 H27年度～現在

企業・団体において「健康経営」を進

め、「労働生産性」といった経営指標を

調和的に改善させることにより、企業全

体のパフォーマンスを向上し、その結果

として企業の経営価値向上に資する取組

を実施する。

3.あまりできなかった

保険者、地域経済団体と連携した、中小企

業への更なる普及促進策について、検討、

実施していく必要がある。
◎ ○

いのち・未来戦略本部室
ME-BYO STYLE

の推進
H29～現在

「ME-BYO STYLE」とは、手軽にできる

「未病の改善」の方法を生活習慣に取り

入れたライフスタイルのことであり、30

～40歳代の女性をターゲットに、その普

及啓発を行う。

2.だいたいできた

SDGsや健康経営の一環として未病の取組

みを考える企業が増えることも見込まれる

ため、更なる企業との連携、コアターゲッ

ト（30～40歳代の女性）を意識した情報

発信手法の検討・構築していく必要があ

る。

○ ◎

スポーツ課

スポーツ課

スポーツ課

スポーツ課

スポーツ課
広域スポーツセン

ター活動事業

【H25】【H26】【H27】

総合型スポーツクラブの育成・支援

【H28】【H29】【H30】【R1】【R2】

総合型スポーツクラブの育成・支援とし

て、地域巡回相談を行う

2.だいたいできた

新型コロナウイルス感染症の影響により活

動が停滞したクラブを中心、支援を継続し

て行う必要がある。

○ ○ ◎

2.だいたいできた
レクリエーション

指導者派遣事業
平成24年度～現在

【H25】【H26】【H27】【H28】

【H29】【H30】【R1】

高齢者を対象とした体力つくり等の教

室、世代間交流イベント、子どもと高齢

者の交流事業などに日本レクリエーショ

ン協会公認指導者を派遣

（※【R2】【R3】新型コロナウイルス感

染症の影響により事業中止）

引き続き幅広い対象・施設への派遣を通じ

て、高齢者等の運動・スポーツの機会への

参加促進を図る。

◎○ ○ ○

スポーツ団体及び

スポーツ大会補助

Ｈ11～現在

（Ｈ11から補助事

業）

【H25】【H26】【H27】【H28】

【H29】【H30】【R1】

県レクリエーション協会との連携によ

る、かながわスポーツ・レクリエーショ

ン大会（①中央大会、②③出前イベン

ト）への支援

（※【R2】【R3】新型コロナウイルス感

染症の影響により事業中止）

2.だいたいできた ○ ◎

生涯スポーツを推進する重要な大会とし

て、引き続き県レクリエーション協会に対

して支援を行っていく必要がある。
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効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

スポーツ課
子どもの3033運動

奨励事業
H21～現在

【H25】【H26】【H27】【H28】

親子で実践する「親子ふれあい体操リー

フレット」を作製し、市町村が実施する

３歳児健診等で配布

【H29】【H30】【R1】

親子で実践する「親子ふれあい体操リー

フレット」１歳６ヶ月向け、３歳児向け

を作製し、市町村が実施する３歳児健診

等で配布

【R2】【R3】

親子で実践する「親子ふれあい体操リー

フレット」１歳６ヶ月向け、３歳児向け

を、市町村が実施する３歳児健診等およ

び幼稚園等で配布

2.だいたいできた

引き続き３歳児健診の会場で配付し、乳幼

児及び保護者に対して運動の重要性を啓発

する。

◎

スポーツ課

スポーツ課

スポーツ課

スポーツ課

スポーツ課

◎

県民スポーツ月間

【H28】までは県

民スポーツ週間と

して実施

H20～現在

【H25】【H26】【H27】【H28】

【H29】

スポーツ体験教室の開催

2.だいたいできた

県民スポーツ月間

【H28】までは県

民スポーツ週間と

して実施

H20～現在

【H25】【H26】【H27】【H28】

【H29】【H30】【R1】【R2】

武道体験教室等の開催

【R1】については台風のため一部のみ実

施

【R2】については新型コロナウィル感染

拡大につき、一部のみ実施

【R3】については新型コロナウィル感染

拡大につき、すべて中止

2.だいたいできた ◎

県民スポーツ月間

【H28】までは県

民スポーツ週間と

して実施

H21～R1

【H25】【H26】【H27】【H28】

【H29】【H30】【R1】

かながわスポーツフェスティバル 2.だいたいできた ◎

新型コロナウイルス感染症の影響により各

種イベント等が中止になり、継続的な活動

を行うことができなかった。今後の事業実

施方法等について、改めて検討する必要が

ある。

新型コロナウイルス感染症の影響により各

種イベント等が中止になり、継続的な活動

を行うことができなかった。今後の事業実

施方法等について、改めて検討する必要が

ある。

複数の種目を体験できるイベントのため、

普段行う機会の少ないスポーツに触れるこ

とができた。
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代
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す
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な
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の
割
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の
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代
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け
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常
所
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4
0
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の
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0
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が8

0

％
以
上
で
あ
る

市
町
村
の
増
加

1
2

歳
児
の
１
人
平
均
む
し
歯

数
が1

.
0

本
未
満
で
あ
る
圏
域

の
増
加

過
去1

年
間
に
歯
科
検
診
を
受

診
し
た
者
の
割
合
の
増
加

健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

スポーツ課

県立学校開放事業
S45(施設開放)～

現在

県立学校の体育施設をスポーツ活動の場

として、地域住民の利用に供する

※H28より生涯学習課が所管

スポーツ課
チャレンジデー参

加支援事業

H28

～現在

【H28】【H29】【H30】【R1】【R3】

チャレンジデー実施市町への支援

※【R2】は、新型コロナウィルス感染症

　の影響により開催中止

※H28に健康増進課より移管

2.だいたいできた
参加自治体に対して引き続き広報物品の支

援を行っていく。
◎

スポーツ課
ウォーキング活動

促進事業
H28

【H28】

「大山街道」をテーマに、ウォーキング

を行うモデルイベントを実施

2.だいたいできた

スポーツ課 3033運動の推進 H27～H30

【H27 】【H28】【H29】【H30】

横浜ランドマークタワースカイクライミ

ング2016、2017、2018、2019の実施

（【H31】については施設改修、【R2】

【R3】については、新型コロナウイルス

感染症の影響により未実施）

2.だいたいできた

施設改修および新型コロナウイルス感染症

の影響によりR1以降中止になり、継続的

な活動を行うことができなかった。今後の

事業実施方法等について、改めて検討する

必要がある。

○ ○ ◎

スポーツ課
シニアスポーツ

フェスタ
H28～現在

高齢者の健康の保持増進、生きがいづく

りの支援を目的に、日頃の健康、スポー

ツ活動の成果を発表する総合スポーツ大

会を開催

※H28 に高齢福祉課から移管

1.よくできた

感染対策に十分留意し、大会を運営するこ

とができた。開催種目数、参加者数をを増

やすことができた。

◎

スポーツ課 3033運動の推進 Ｈ17～現在

【H25】【H26】【H27】【H28】

【H29】【H30】【R1】

3033運動キャンペーンイベントの実施

（【R2】【R3】については、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により未実施）

2.だいたいできた

新型コロナウイルス感染症の影響により各

種イベント等が中止になり、継続的な活動

を行うことができなかった。今後の事業実

施方法等について、改めて検討する必要が

ある。

○ ○ ◎

スポーツ課 3033運動の推進 Ｈ23～現在

【H25】【H26】【H27】【H28】

【H29】【H30】【R1】【R2】【R3】

3033運動講習会の実施

2.だいたいできた

新型コロナウイルス感染症の影響により講

習会の実施回数が大きく減少してしまっ

た。

○ ○ ◎

県民スポーツ月間

【H28】までは県

民スポーツ週間と

して実施

H21～R1

【H25】【H26】【H27】【H28】

【H29】【H30】【R1】

かながわスポーツフェスティバル 2.だいたいできた ◎

複数の種目を体験できるイベントのため、

普段行う機会の少ないスポーツに触れるこ

とができた。

【H25】【H26】

【H27】は、ス

ポーツ課で回答

していますが、

以降は生涯学習
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

スポーツ課 3033運動の推進 Ｈ19～Ｒ１

【H28】【H29】【H30】【R1】

3033運動普及員養成講習会の実施

（※R１で廃止）

2.だいたいできた

令和２年度から新規普及員の養成は行わな

いこととなったため、既に登録されている

普及員の活動の場について検討する必要が

ある。

○ ○ ◎

スポーツセンター

スポーツによる未

病改善実践事業・

未病改善スポーツ

ドック

Ｒ２～現在

スポーツによる未病改善を推進するた

め、県立スポーツセンターと大学等の専

門機関との連携のもと、県民が自らの体

力や運動能力を把握し、未病改善に向け

た効果的なスポーツ活動を行うことを総

合的にサポートする。

3.あまりできなかった

第１回と第２回の間に各参加者の運動等に

対する取組がより効果的になるよう、支援

の方法を検討する必要がある。

○ ◎ ○ ○ ○

スポーツ課
かながわパラス

ポーツフェスタ
H28～R1

パラリンピアン等による講演、パラリン

ピック競技種目等の体験等
1.よくできた

かながわパラスポーツの更なる普及推進に

努める。
○ ○ ○ ◎

スポーツ課

かながわパラス

ポーツフェスタ

「かながわボッ

チャ」

H30～R1 ボッチャ大会 1.よくできた
かながわパラスポーツの更なる普及推進に

努める。
○ ○ ○ ◎

スポーツ課
パラスポーツミニ

体験会
H28～R2

パラリンピック競技種目の体験、パネル

展等
1.よくできた

かながわパラスポーツの更なる普及推進に

努める。
○ ○ ○ ◎

スポーツ課

かながわパラス

ポーツビーチフェ

スタ

R1
ビーチマットを使用したパラスポーツ体

験
1.よくできた

かながわパラスポーツの更なる普及推進に

努める。
○ ○ ○ ◎

自然環境保全課
箱根地域

自然に親しむ運動

昭和30年代～現在

箱根の自然・歴史などを紹介しながら歩

くことにより、箱根の自然環境の魅力を

感じることを目的としたウォーキングイ

ベントを開催する。

1.よくできた 特になし ○ ◎

農地課

かながわ（旧中高

年）ホームファー

マー体験研修

H15～現在

県が荒廃農地を活用して農園を開設し、

企業などを退職して時間に余裕のある中

高年者などに広い面積の農地を貸し出す

とともに栽培研修も行い、農地の保全を

図る。

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/n

8f/homefarmer/

1.よくできた ○ ◎ ○

青少年課

青少年を取り巻く

問題と保護者の意

識に関するウェブ

調査

H25～現在

青少年喫煙飲酒防止条例等への保護者の

認識度等について把握するため、ウェブ

調査を実施する。

1.よくできた

これまで、調査対象は、県内在住の18歳

未満の子を有する保護者2,000人を対象と

していたが、調査結果をより県民の実態に

合致させるため、県内在住の満18歳以上

の男女を無作為抽出により実施する「県民

ニーズ調査への移行を検討している。

◎ ◎

青少年課

青少年喫煙飲酒防

止条例に基づく立

入調査

通年

酒・たばこ販売店等に立入調査を実施

し、未成年者が酒・たばこを購入しない

よう必要な改善指導を行う。

2.だいたいできた

たばこ・酒類を購入できるドラッグストア

について、これまで調査対象ではなかった

が、コンビニを凌ぐ店舗数の増加に伴い調

査が必要になっていると考えられる。

◎ ◎

地域福祉課
バリアフリー街づ

くり推進県民会議
H21～現在

県民からの意見・提案を収集し、これを

基に新たな取組みの検討や県民への提案

などの活動を行うことで、県民の心のバ

リアフリーの推進に寄与する。

1.よくできた
コロナ禍をふまえた普及啓発の着実な推進

が必要。
◎

地域福祉課
バリアフリーアド

バイザー制度
H16～現在

既存公共的施設を整備しようとする者等

からの依頼に応じ、一級建築士を対象施

設に派遣し、バリアフリー化についての

必要な指導・助言等を行う。

1.よくできた

条例施行前の建築物が多く存在することか

ら、今後もバリアフリー化に向けた施設管

理者等の意識啓発などの一層の取組が必

要。

◎

地域福祉課
バリアフリーフェ

スタかながわ
H25～現在

バリアフリーの街づくりの普及啓発を目

的としたイベントを開催
3.あまりできなかった

コロナ禍をふまえた普及啓発の着実な推進

が必要。
◎

地域福祉課
圏域別普及啓発事

業
不明～現在

県内４圏域で、保健福祉事務所が中心と

なり、バリアフリーの街づくりについて

のイベントなどを実施する。

1.よくできた
コロナ禍をふまえた普及啓発の着実な推進

が必要。
◎
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

地域福祉課
バリアフリー街づ

くり表彰
H20～現在

バリアフリーやユニバーサルデザインに

よるまちづくりの優れた取組みを広く普

及させる。

3.あまりできなかった
コロナ禍をふまえた普及啓発の着実な推進

が必要。
◎

地域福祉課
福祉のまちづくり

研修会
H19～現在

県・横浜市・川崎市が共催で、建築士等

を対象に、バリアフリーの街づくりの理

解を促進するための研修会を開催する。

2.だいたいできた
コロナ禍をふまえた普及啓発の着実な推進

が必要。
◎

医療保険課
保健事業支援研修

事業
H22～現在

特定健診・特定保健指導の業務に従事す

る初任者が特定健診・特定保健指導の理

念・制度及び本県の実施状況や課題を理

解し、生活習慣病やメタボリックシンド

ロームなどの保健指導に必要な基礎的知

識及び初回面接時のスキル等を習得し、

実践に役立てることを目的とする研修を

行う。

1.よくできた

web開催のため、グループワークにおい

て、自由闊達な意見交換がしづらく、工夫

が必要である。

内容については、食事や運動、飲酒等、多

岐にわたる保健指導のすべての分野を対象

とすることは困難であるため、需要に応じ

た研修内容及び講師依頼を行う必要があ

る。

◎ ○

医療保険課

特定健康診査・特

定保健指導事務担

当者等研修事業

H22～現在

特定健診・特定保健指導の実施率向上の

ための情報交換会と事務担当者等研修会

を共同開催することにより、市町村の国

民健康保険特定健診担当者の参加を促

し、県内の実施率向上に資する。

1.よくできた

特別な情報や事業がないと、担当者の参加

が伸びず、情報交換として不十分。

市町村担当者の参加率を伸ばすため、保険

者努力支援制度の事務研修や他の市町村の

事業についての情報提供をし、多くの市町

村の参加を促し、効果的な情報交換の場と

することを検討する。

◎

医療保険課

特定健診受診率向

上に向けたプロ

モーション事業

R1～現在

特定健診受診率向上に係る動画を、公共

交通機関、映画館、ネット広告で放映

し、県民に特定健診受診の必要性の意識

付けを行う。

1.よくできた
効果的な放映時期、場所の検討

飽きさせないための新たな動画の作成
○ ○ ○ ◎ ○

医療保険課

糖尿病重症化予防

事業支援アドバイ

ザー派遣事業

H30～現在

市町村の糖尿病重症化予防事業に係る支

援アドバイザーを派遣し、市町村の取組

を支援する。

二次保健医療圏単位で連携会議を開催

し、医師会等との地域連携を支援する。

1.よくできた
地域連携の基盤づくりに寄与したが、その

後のフォロー（個別支援）が必要
○ ○ ◎ ○

医療保険課
神奈川糖尿病未病

改善モデル事業
R2～現在

当該年度に特定健診・医療機関未受診者

の内過去４年間で糖尿病基準に該当する

又は糖尿病レセプトがある者を抽出し、

市町村において受診勧奨等の取組を進め

るモデル事業。

1.よくできた

市町村のマンパワーにより取組の質に差が

生じる。

今後市町村で自主的に実施できるよう支援

が必要

がん・疾病対策課
がん検診の普及啓

発事業
通年

がん検診受診促進普及啓発リーフレッ

ト、ホームページ、「県のたより」その

他広報誌等、民間団体との連携等による

普及啓発

1.よくできた
がん検診の受診率向上に繋がる媒体や内容

を引き続き検討していく必要がある。
○ ◎

がん・疾病対策課
がん検診受診促進

事業
通年

がん検診の受診率向上のため、企業と連

携して、企業の健康づくり担当者にがん

検診の必要性を訴える研修を実施すると

ともに、企業窓口においてリーフレッ

ト、企業チラシ等の多様な啓発ツールを

活用してがん検診を普及啓発を実施

2.だいたいできた

令和３年度は新型コロナウイルスの影響で

中止となった会場があったが、県内で広く

研修できる機会であるため、神奈川県社会

保険協会と引き続き連携して実施する必要

がある。

○ ◎

がん・疾病対策課
がん克服シンポジ

ウム
R4

がんをテーマにしたシンポジウムを実施

https://www.khf.or.jp/gan/event2.ht

ml?1639527101495#sympo

1.よくできた

より多くの県民の方に届けるために、

withコロナの時代に即した手法（ハイブ

リッド開催）を検討していく必要がある。

○ ◎

がん・疾病対策課

（公財）かながわ

健康財団がん対策

推進事業費補助

通年

がん征圧キャンペーン等の各種事業を実

施し、がんに対する正しい知識や検診の

早期受診などについて普及啓発を行う

（公財）かながわ健康財団がん対策推進

事業に対して助成

1.よくできた

がんに対する正しい知識や検診の早期受診

などの普及啓発を進めるため、引き続き県

と団体とで連携して進めていく必要があ

る。

○ ◎

がん・疾病対策課 精神保健福祉相談 通年（予約制）

嘱託医・専門職員が、地域住民のこころ

の健康に関する相談に対応し、必要に応

じて専門的助言を行う。

1.よくできた

・人員不足等により、一人あたりの相談時

間を短くせざるを得なくなる。また、相談

希望者全員に対応することができていない

状況である。

◎ ○
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かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

がん・疾病対策課
いのちのほっとラ

イン＠かながわ
通年（R2以降）

若年層を中心に幅広く利用されているＬ

ＩＮＥを活用し、電話にハードルを感じ

る方に相談しやすい窓口を提供し、「死

にたい」等の希死念慮をはじめとした、

こころの健康に関する相談に広く対応す

る。

1.よくできた

・例年対応率が80％で推移していること

から、より100％に近づくよう窓口拡充や

業務の効率化を図る。

・「こころの電話相談」につながらない方

がLINE相談を利用できるよう、周知を進

める。

◎ ○

高齢福祉課

地域で実践！コグ

ニサイズを教える

研修会の実施

（事業名；介護・

認知症未病改善プ

ログラム事業）

平成27年度～令和

元年度

介護予防に従事する市町村職員や民間事

業者等を対象に研修を実施し、「コグニ

サイズ」を実施する講師役を養成する。
1.よくできた

コグニサイズを定着させる取組みを行って

いく必要がある。
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

高齢福祉課

介護予防教室等で

のコグニサイズの

実施

（事業名；介護・

認知症未病改善プ

ログラム事業）

平成25年度～現在

各市町村、介護保険事業所、自主グルー

プ等が実施している介護予防教室や介護

予防講演会等で、「コグニサイズ」を追

加し、高齢者が体験する機会を設ける。

1.よくできた
コグニサイズを定着させる取組みを行って

いく必要がある。
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

高齢福祉課

コグニサイズ講師

派遣及びコグニサ

イズ地域ミーティ

ング事業の実施

（事業名；介護・

認知症未病改善プ

ログラム事業）

平成27年度～現在

コグニサイズの実施を希望する市町村や

事業者、また自主グループに対して講師

派遣を行うとともに、教える研修会修了

者等を対象に地域ミーティングを実施す

る。

1.よくできた
コグニサイズを定着させる取組みを行って

いく必要がある。
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

高齢福祉課

コグニサイズ普及

冊子及びコグニサ

イズステップアッ

プ動画作成

（事業名；介護・

認知症未病改善プ

ログラム事業）

開始年度不明～現

在

コグニサイズを個人、自主グループに配

布する、わかりやすいコグニサイズ普及

冊子を作成する。また、コグニサイズの

プログラムの応用に役立てるための教材

として、ステップアップ動画を作成す

る。

1.よくできた
コグニサイズを定着させる取組みを行って

いく必要がある。
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

高齢福祉課

県作成DVD「運動

で認知症予防！コ

グニサイズ＆コグ

ニライフ」の貸出

（事業名；介護・

認知症未病改善プ

ログラム事業）

平成28年度～現在

コグニサイズを個人、自主グループ、介

護予防教室などで気軽に取り組める内容

のDVDを貸し出す。
1.よくできた

コグニサイズを定着させる取組みを行って

いく必要がある。
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

高齢福祉課

ゆめクラブ大学

（事業名；高齢者

社会参画・生きが

いづくり支援事

業）

H26~現在

地域が主体となって実施する健康体操な

ど、高齢者の「居場所」と「出番」を確

保する取組みを支援するため、市町村・

老人クラブとの連携、協働により、「ゆ

めクラブ大学」を開催する。

2.だいたいできた
老人クラブ会員数とクラブ数が、年々減少

傾向にある。
◎ ○ ○ ○ ○

高齢福祉課 地域支援事業 通年

高齢者が要支援・要介護状態となること

を防止するともに、要支援・要介護状態

となった場合においても、可能な限り地

域において自立した生活を営むことがで

きるよう支援することを目的とし、市町

村が介護予防教室等を実施する。

（県は、当該事業に要する経費の一部を

負担。）

2.だいたいできた

市町村の取組状況にばらつきがあり、取組

が進んでいない市町村に対して、それぞれ

の市町村が抱える課題に着目したきめ細や

かな支援等が重要となっている。

◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

高齢福祉課
介護予防従事者研

修

H26~R２

（R1・R2はコロナ

禍で中止）

介護予防に従事する市町村職員や民間事

業者等を対象に、介護予防・健康づくり

を実践する「かながわ介護予防・健康づ

くり運動指導員」等を養成する。

2.だいたいできた

市町村介護予防支援委員会で、高齢者の社

会参加・支え合い体制づくりや高齢者の保

健事業と介護予防の一体的実施等の取組

等、近年の市町村介護予防事業に対応した

人材を養成するため、研修のリニューアル

の提案があった

◎ ○ ○ ○

高齢福祉課

介護予防事業支援

のための人材育成

事業

R３~現在

高齢者の社会参加・支え合い体制づくり

や高齢者の保健事業と介護予防の一体的

実施等の取組等、近年の市町村介護予防

事業に対応した人材を養成する。また令

和元年度まで県で養成・認定してきた

「かながわ介護予防・健康づくり運動指

導員」のステップアップ研修の機会とし

ても位置付ける。

1.よくできた

今後さらに多くの市町村の介護予防事業に

対応した人材を育成し、地域で専門職が活

躍できるようにする必要がある

◎ ○ ○ ○

高齢福祉課
市町村認知症本人

発信支援

Ｒ２～現在

（～Ｒ１：健増進

課にて実施）

県の「認知症本人大使」を市町村に派遣

するなど、認知症未病改善の普及啓発を

行う。

4.ほとんどできなかった

コロナ禍においても市町村のイベント等と

連携し認知症未病改善に係る本人発信支援

やブース出展による認知症未病改善の普及

啓発を行う必要がある。

○ ◎
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

高齢福祉課

ＶＲ体験を活用＾

した認知症未病改

善

Ｒ２～現在

（～Ｒ１：健増進

課にて実施）

高等学校と連携したＶＲ体験会を実施

し、学生の認知症未病改善の理解を深め

る。

4.ほとんどできなかった

高等学校と連携し、ＶＲ体験を活用した認

知症未病改善の理解を進めるための授業を

実施する。実施に当たっては、認知症サ

ポーター養成にもつなげられるようなプロ

グラムとする。

○ ◎

衛生研究所 出前講座他 通年
県民から申込があった際、衛生研究所の

職員が講師となり出前講座を行う。
1.よくできた 感染症対策を考慮した実施方法の検討 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

衛生研究所 衛研ニュース S51～現在

定期刊行物「衛研ニュース」を発行し、

感染症、食品、医薬品、生活環境および

放射能等についての解説や、神奈川県衛

生研究所の業務の紹介を行う。

1.よくできた 特になし ◎ ○ ○ ○ ○ ○

衛生研究所 公開セミナー H15～現在
衛生研究所の職員が主に一般の方向けに

日頃の研究成果を解説する。
1.よくできた 感染症対策を考慮した実施方法の検討 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

衛生研究所
公衆衛生専門技術

研修
H15～現在

公衆衛生に関わる分野で行政及び調査・

研究等を担当している職員に対し、その

分野の専門家による最新の情報と討論の

場を提供し、新しい知識、技術情報の修

得を行う目的で開催。

1.よくできた 感染症対策を考慮した実施方法の検討 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

金融課 中小企業制度融資 通年

「神奈川県公共的施設における受動喫煙

防止条例」に適合する分煙設備等を整備

しようとする従業員数30人（卸売業・小

売 業・サービス業の場合10人）以下の中

小企業者への金融支援策

3.あまりできなかった

過去９年間で利用実績が１件となってお

り、令和３年度には融資利率の引下げを

行ったが、それでも利用実績がなかったた

め、令和３年度末に廃止した。

雇用労政課
労働環境改善対策

事業
平１～現在 働く人のメンタルヘルス相談の実施 1.よくできた

過労自殺を含む精神障害等の労災支給決定

件数は年々増加の傾向があり、相談窓口の

対応を継続して行う必要がある。

○ ◎ ○ ○

保健体育課
食に関する指導研

修講座

H25～R2

R3～総合教育セン

ターへ事業移管

「食」に関する指導を、学校教育全体を

通して体系的に実践するため具体的な内

容等について研修し、指導の充実を図

る。

2.だいたいできた

受講者の経験や求められる知識・技能に応

えた、より実践的な研修を実施することが

課題である。

食育の効果的な実施のため、研修後アン

ケート等により受講者のニーズを把握し、

引き続き研修講座の内容の工夫・改善に努

めていく。

◎

保健体育課
高等学校における

食育推進研修講座
H25～H30

高校において食育を推進するための指導

体制の整備や食育指導の在り方等につい

て、講義、実践発表等を通して研修し、

高校における食育の推進を図る。

2.だいたいできた

受講者の経験や求められる知識・技能に応

えた、より実践的な研修を実施することが

課題である。

食育の効果的な実施のため、研修後アン

ケート等により受講者のニーズを把握し、

引き続き「学校における食育推進研修講

座」として、研修講座の内容の工夫・改善

に努めていく。

◎

保健体育課
栄養教諭・学校栄

養職員研修講座

H25～R2

R3～総合教育セン

ターへ事業移管

学校給食の運営、栄養管理や栄養指導の

在り方について研修し、専門性と指導力

の向上を図る。

2.だいたいできた

受講者の経験や求められる知識・技能に応

えた、より実践的な研修を実施することが

課題である。

食育の効果的な実施のため、研修後アン

ケート等により受講者のニーズを把握し、

引き続き研修講座の内容の工夫・改善に努

めていく。

◎

保健体育課
学校における食育

推進研修講座

H25～R2

R3～総合教育セン

ターへ事業移管

食に関する指導の在り方や学校の指導体

制整備等について、講義、実践発表等を

通して研修し、学校における食育の推進

を図る。

2.だいたいできた

受講者の経験や求められる知識・技能に応

えた、より実践的な研修を実施することが

課題である。

食育の効果的な実施のため、研修後アン

ケート等により受講者のニーズを把握し、

引き続き研修講座の内容の工夫・改善に努

めていく。

◎

保健体育課 児童生徒健康診断

H25～現在

毎学年、学校保健

安全法に定められ

た期間に実施

学校保健安全法に基づき、県立学校で児

童生徒の健康管理・指導のため、健康診

断を行う

1.よくできた 全検査項目の精密検査費用の公費化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

保健体育課

性に関する指導・

エイズ教育研修講

座

H25～R元

R2は中止

R3～総合教育セン

ターへ事業移管

教員が、性に関する指導、エイズ教育を

効果的に実施できるよう研修を開催する
1.よくできた 養護教諭以外の教職員の参加率 ○ ○ ◎

保健体育課
養護教諭学校保健

研修講座

H25～現在

R2は中止
養護教諭が、学校保健に関して必要な知

識を習得する研修を開催する。
1.よくできた

市立、私学の高等学校養護教諭との研究実

践及び参加率
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

保健体育課 学校保健研修講座

H29～R２

R3～総合教育セン

ターへ事業移管

学校保健の推進に必要な理論や実際など

について研修し、資質の向上を図る。
1.よくできた 養護教諭以外の教職員の参加率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

保健体育課
食物アレルギー・

緊急時対応研修会

H25～R2

R3～総合教育セン

ターへ事業移管

教職員が、食物アレルギーの基礎知識と

緊急時対応の知識・技術を習得する研修

会を開催する。

1.よくできた 養護教諭以外の教職員の参加率 ◎

保健体育課

喫煙・飲酒・薬物

乱用防止教育研修

講座

H25～現在

教員や学校薬剤師等が、喫煙・飲酒・薬

物乱用防止に関する知識を習得するため

の研修を開催する。

1.よくできた

参加者の増加や薬物乱用防止教室の一層の

実施率の上昇に向けて、県立学校をはじめ

市町村教委等を通じて各学校に働きかけて

いく。

「ギャンブル等依存症」についての内容を

広く周知すること。

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

保健体育課
薬物乱用防止教室

指導者講習会
H25～R2

学校で、薬物乱用防止教室を行う教員、

学校薬剤師、防止指導員等が、薬物に関

する最新の情報を得る講習会を開催す

る。

1.よくできた

薬物乱用防止教室の一層の実施率の上昇に

向けて実施した。

様々な関係者の講義を準備し、最新の情報

や提供する場となった。

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

保健体育課 学校歯科保健指導 H25～現在
県立特別支援学校で、児童生徒に、歯科

衛生士による歯科保健指導を行う。
1.よくできた

令和２年度・３年度については、新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止の観点から、予

定していた指導が一部中止となった。感染

症対策をしながら、歯科保健指導を行って

いくことが今後も必要になると考えられ

る。

○

保健体育課
がん教育指導者研

修講座
H27～現在

がんに対する正しい理解とがん患者に対

する正しい認識及び命の大切さについ

て、指導者としての理解を深め、学校に

おけるがん教育の進め方について研修

し、授業等での指導に活かす。

1.よくできた

・教師の指導力の向上

・がん教育関係教科のがん教育への関わり

を推進

・外部講師を活用したがん教育の普及推進

・外部講師のリスト化及び派遣システム構

築
○ ◎

保健体育課

神奈川県児童生徒

健康・体力つくり

推進委員会

H25～現在

 県推進委員会、地区研究協議会を開催

し、全県的な指導方針等の共通理解を深

め、児童生徒の健康・体力つくりを推進

する。

2.だいたいできた

　コロナ禍において、学校として新たな取

組を実践することが、感染症対策の関係で

難しくなってきている。また、取組報告を

作成しているが、より一層活用されるよう

に、今後、周知について工夫が必要であ

る。

◎ ○

保健体育課
健康・体力つくり

推進研修講座
H25～現在

　学校の特色を生かし、地域の力を活用

し、学校全体で取り組む健康・体力つく

りの推進に関する知識を身に付け、実践

的指導力の向上を養う。

2.だいたいできた

　本講座については、全校種が集まって健

康・体力つくりについて検討できる場であ

るため、校種間の連携につながるようにす

る。また、コロナ禍における開催方法につ

いて、ここ2年間、対面での協議ができな

いので、そこを実現するための工夫が必要

である。

◎
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

保健体育課

健康・体力つくり

推進フォーラム H25～現在

　子どもたちの運動習慣の定着と生活習

慣の改善を推進するとともに、県内の各

学校が本県の子どもの健康・体力つくり

施策を理解し、学校の実情に応じて健

康・体力つくりに取り組むことができる

よう講演会や討論会を開催し、子どもの

体力・運動能力の向上を図る。

2.だいたいできた

　300名規模のフォーラムとなる。コロナ

禍において、感染症対策を行なう中、可能

な限り密を避ける等、運営方法を検討する

必要がある。

◎

保健体育課

児童生徒体力つく

り研究事業 H25～現在

児童生徒の体力つくりに関する研究発表

及び協議を行う。

○県小学校児童体力つくり研究発表会

（県小学校体育研究協議会）

○県生徒体力つくり研究発表大会（県中

学校保健体育研究協議会）

○県高等学校生徒体力つくり研究発表大

会（県高等学校教科研究会保健体育部会

研究発表大会）

○県児童生徒健康・体力つくり推進協議

会（学校体育研究連合会研究大会）

2.だいたいできた

　以前に比べ、総合教育センターの講堂の

確保がかなり難しくなってきており、各会

が都合のよい日や重ならない日を調整する

ことが困難になってきている。

◎

保健体育課

夏休みの子どもの

ラジオ体操の取組

み

「夏休み みんなで

朝ラジ!!」プロ

ジェクト

H26～現在

　ラジオ体操カードを配付し、ラジオ体

操を普及啓発することにより、生活習慣

がみだれがちな夏休みに、子どもたちに

運動習慣を身に付けさせ、生活習慣の改

善を図る。

2.だいたいできた
本事業については、令和４年度で終了とな

る。
○ ◎

生涯学習課
県立学校施設開放

事業

平成28年度～現在

※平成27年度ま

で、体育施設開放

に係る業務はス

ポーツ課が所管し

ていたが、平成28

年度の組織再編に

伴い、生涯学習課

に移管

県立学校の体育施設をスポーツ活動の場

として、地域住民の利用に供する。

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/g

t2/kaihou.html

2.だいたいできた

少子化や教員の働き方改革による部活動の

地域移行など、学校を取り巻く社会状況の

変化を踏まえつつ、今後の県立学校施設開

放事業のあり方を検討する必要がある。

◎

生涯学習課 家庭教育推進事業 昭和48年度～現在

家庭教育ハンドブック「すこやか」を新

中学１年生の保護者等へ配付、HP公開

し、子どもの運動習慣及び規則正しい生

活習慣の推進、喫煙、飲酒の危険性等に

ついて啓発している。

1.よくできた ○ ○ ○

生涯学習課
生涯学習指導者養

成事業
昭和40年度～現在

「ＰＴＡ活動のためのハンドブック｣掲載

内容

・子どもの食生活や生活習慣の課題につ

いて

・喫煙・飲酒問題について

・薬物乱用問題について

1.よくできた ○ ○ ○ ◎ ○ ○

県立図書館
県立図書館事業 通年

県立図書館の所蔵する資料を提供すると

ともに、公開講座等の開催により、学習

支援事業を実施する。

https://www.klnet.pref.kanagawa.jp/

2.だいたいできた

　コロナ対策としてオンライン開催とした

が、参加者数が見込みより少なかったた

め、広報については今後の課題である。

◎

県立図書館
生涯学習推進事業 H9~現在

生涯学習情報システム「ＰＬＡＮＥＴか

ながわ」の運営により、生涯にわたる学

習情報・スポーツ情報を提供する。

https://www.planet.pref.kanagawa.jp

/

1.よくできた

　令和３年度はシステム再構築のため現行

システムの見直しを行うとともに、今後に

おける生涯学習情報の新たな情報発信につ

いて検討した。

　令和４年度も継続して、令和５年９月以

降における情報提供方法について検討を進

める。

◎ ○ ○

金沢文庫 金沢文庫事業費
開始年度不明～現

在

県民の学習意欲や時代のニーズに対応し

充実した展覧会・普及活動を実施する。

http://www.planet.pref.kanagawa.jp/

city/kanazawa.htm

1.よくできた ◎

近代美術館 近代美術館事業 通年・随時

葉山館及び鎌倉別館において展覧会を開

催し、優れた近代美術を鑑賞する機会を

提供するとともに美術に関する調査研究

を行う。また、葉山及び鎌倉の会場を活

用したイベント等を発展させ、来館者の

美術理解の深まり、多様な現代的表現の

紹介を目指す普及啓発事業などを実施す

る。

2.だいたいできた

コロナウイルス感染症の影響で集人行事に

制限があったため、十分にイベントを実施

できなかった。

○ ◎

歴史博物館 歴史博物館事業費 通年・随時

・神奈川の歴史と文化に関する常設展、特別展等

の展示事業を実施する。

・人文科学講座等の開催等の学習支援事業や、

「博物館だより」発行等の普及活動事業を実施す

る。

http://ch.kanagawa-museum.jp/index.html

2.だいたいできた ○

生命の星・地球博物館
生命の星・地球博

物館事業費
通年

基本テーマ「生命の星・地球」に関する

常設展示を行うとともに、常設展を補完

し、収集・研究活動の成果を反映した特

別展を開催する。また、博物館の特性を

活かした学習支援活動を実施する。

https://nh.kanagawa-museum.jp/

2.だいたいできた

・感染症対策に配慮しながら、利用促進を

はかる。

・オンライン講演会や出前講座などさまざ

まなかたちでの学習支援活動を検討してい

く。

◎
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

農業技術センター
試験研究費

普及事業活動費
H28～R２

「未病の戦略的エリア」に位置付けられ

た県西地域を主な対象に、薬膳料理に使

用できる農作物の選定と栽培法の開発を

行う。また、地域の環境に適した、薬膳

用農作物の導入普及を図る。

1.よくできた

販路の確保と、流通ルートを確立するこ

と、安定品質で生産を維持する技術の確立

が必要で、ニンニク、トウガンは産地化を

達成できる見込みだが、他の農産物への拡

大が課題である。

○

農業技術センター 試験研究費 H28～H30

健康への関心が高く、地場農産物の購入

意欲が高い消費者へ農産物直売所の運営

者が食育やヘルスケア情報を消費者に具

体的に提供するマニュアルを作成する。

2.だいたいできた

直売所と大学が連携した消費者イベントに

活用されていたが、コロナ禍でイベントの

開催が自粛されている。感染状況を踏ま

え、規模や内容を検討しながらのイベント

開催が必要である。

○ ○ ○

地域政策課

me-byoエクスプ

ラザ運営及び未病

普及啓発事業

H30～現在

県西地域を「未病の戦略的エリア」とし

てアピールする拠点施設「未病バレー

『ビオトピア』」において体験型施設を

運営し、未病改善の実践を促進する。

2.だいたいできた

施設の幅広い広報や設置機器追加等の機能

強化などを通じて、来場者数をさらに増や

す必要がある。

◎ ○

地域政策課
未病改善レッスン

事業
R3

県西地域において、未病改善のライフス

タイルを定着させるため、県西地域の資

源を活用しながら未病改善を実践する取

組の普及を促す。

2.だいたいできた

様々な機会を捉えた広報などにより、作成

した動画をより多くの方に見てもらえるよ

う取り組む必要がある。

◎

総合教育センター
食に関する指導研

修講座

令和３年

（保健体育課より

移管）

「食」に関する指導を、学校教育全体を

通して体系的に実践するため具体的な内

容等について研修し、指導の充実を図

る。

1.よくできた 研修内容や実施時期について検討する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総合教育センター
食物アレルギー・

緊急時対応研修会

令和３年

（保健体育課より

移管）

教職員が、食物アレルギーの基礎知識と

緊急時対応の知識・技術を習得する研修

会を開催する。

1.よくできた 研修内容や実施時期について検討する。 ○

総合教育センター
栄養教諭・学校栄

養職員研修講座

令和３年

（保健体育課より

移管）

学校給食の運営、栄養管理や栄養指導の

在り方について研修し、専門性と指導力

の向上を図る。

1.よくできた 研修内容や実施時期について検討する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総合教育センター
学校における食育

推進研修講座

令和３年

（保健体育課より

移管）

食に関する指導の在り方や学校の指導体

制整備等について、講義、実践発表等を

通して研修し、学校における食育の推進

を図る。

1.よくできた 研修内容や実施時期について検討する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文化課 共生共創事業 H30～現在

シニア劇団の運営やシニアダンス企画、

障がい者が参加する舞台公演等を実施す

ることで、文化芸術の面から共生社会の

実現や未病の改善への後押しを行う｡

1.よくできた 全県展開、シニア劇団の自走化 ◎ ○

都市公園課 健康体操 H25

来園者の健康増進・維持を目的に、

『日常生活を快適に暮らせると心も

元気に！』を合言葉にして、バラン

スのとれた筋力を保つための健康体

操を行います。

1.よくできた
指定管理者が変わったことによる継

続的な実施
◎ ○
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健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

活
動
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て

い
る
県
民
の
割
合
の
増
加

健
康
づ
く
り
事
業
等
に
お
い

て
、
健
康
格
差
へ
の
対
策
を

図
っ
て
い
る
市
町
村
の
増
加

適
正
体
重
を
維
持
し
て
い
る

者
の
割
合
の
増
加

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
合

わ
せ
た
食
事
が1

日2

回
以
上

の
日
が
ほ
ぼ
毎
日
の
者
の
割

食
塩
１
日
摂
取
量
が
８
ｇ
未

満
の
者
の
割
合
の
増
加

野
菜
１
日
摂
取
量
が3

5
0

ｇ
以

上
の
者
の
割
合
の
増
加

果
物
１
日
摂
取
量
が1

0
0

ｇ
未

満
の
者
の
割
合
の
減
少

朝
食
又
は
夕
食
を
家
族
と
一

緒
に
食
べ
る
共
食
の
回
数
の

増
加

栄
養
成
分
（
４
項
目
）
を
表

示
を
し
て
い
る
特
定
給
食
施

設
の
割
合
の
増
加

成
人
の
日
常
生
活
に
お
け
る

歩
数
の
増
加

成
人
の
運
動
習
慣
者
（
１
回

3
0

分
、
週
２
回
以
上
の
運
動

を
１
年
以
上
継
続
し
て
い
る

目
覚
め
た
時
に
疲
労
感
が
残

る
者
の
割
合
の
減
少

週
労
働
時
間6

0

時
間
以
上
の

就
業
者
の
割
合
の
減
少
（
年

間2
0
0

日
以
上
の
就
業
）

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
量
を
飲
酒
し
て
い
る
者

（
成
人
１
日
当
た
り
の
純
ア

未
成
年
者
の
飲
酒
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

妊
娠
中
の
飲
酒
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

成
人
の
喫
煙
率
の
減
少

未
成
年
者
の
喫
煙
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

妊
娠
中
の
喫
煙
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

公
共
的
施
設
で
受
動
喫
煙
を

経
験
し
た
人
の
割
合
の
減
少

6
0

歳
代
に
お
け
る
咀
嚼
満
足

者
の
割
合
の
増
加

8
0

歳(
7
5

～8
4

歳
）
で2

0

本
以

上
の
自
分
の
歯
を
有
す
る
者

の
割
合
の
増
加

6
0

歳
（5

5

～6
4

歳
）
で2

4

本

以
上
の
自
分
の
歯
を
有
す
る

者
の
割
合
の
増
加

4
0

歳
（3

5

～4
4

歳
）
で
喪
失

歯
の
な
い
者
の
割
合
の
増
加

2
0

歳
代
に
お
け
る
歯
肉
に
異

常
所
見
の
な
い
者
の
割
合
の

増
加

4
0

歳
代
に
お
け
る
進
行
し
た

歯
周
病
を
有
す
る
者
の
割
合

の
減
少

6
0

歳
代
に
お
け
る
進
行
し
た

歯
周
病
を
有
す
る
者
の
割
合

の
減
少

３
歳
児
で
む
し
歯
が
な
い
者

の
割
合
が8

0

％
以
上
で
あ
る

市
町
村
の
増
加

1
2

歳
児
の
１
人
平
均
む
し
歯

数
が1

.
0

本
未
満
で
あ
る
圏
域

の
増
加

過
去1

年
間
に
歯
科
検
診
を
受

診
し
た
者
の
割
合
の
増
加

健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

都市公園課

自然観察会

『森林浴で身も

心もスッキリ』

R1、R3

四季の森公園内で里山を歩き、五感

を意識して森を感じる体験をしま

す。

1.よくできた
指定管理者が変わったことによる継

続的な実施
◎ ○

都市公園課

ツリーイング

ロープで木登り

してみよう

R1

林業などで使う木登り技術を応用し

て、園内の樹にロープとハーネスを

使って登ります。

1.よくできた
指定管理者が変わったことによる継

続的な実施
◎ ○

都市公園課

森林セラピーと

森のアロマテラ

ピー講座

R1
森の中での気功、瞑想体験などを行

います。
1.よくできた

指定管理者が変わったことによる継

続的な実施
◎ ○

都市公園課

汐見台からだ元

気体操　(湘南汐

見台公園)

R1、R2
中高年の運動不足の解消や筋肉に維

持向上を目指す体操プログラム
1.よくできた ○ ○

都市公園課
やさしいうんど

う教室

H25、26、27、

28、R1、R2

高齢者を主対象に、運動遊具を利用

したやさしい運動教室を行います。
1.よくできた ○ ○

都市公園課 健康体操教室 R1

誰もが聴いたことのある子供向けの

歌を振り付けを覚えて踊りましょ

う。

http://www.s-n-

p.jp/shonankaigan_park/surfvilla

ge/

1.よくできた ◎ ○

都市公園課
秋のスポーツの

体験
R1

マジック９、ミニサッカー、輪投げ

等を楽しみながら行えるスポーツの

体験イベントの開催

http://www.s-n-

P.jp/shonankaigan_park/surfvilla

ge/

1.よくできた ◎ ○

都市公園課 ビーチヨガ教室 R1、R2

湘南海岸公園の芝生広場でヨガ教室

を実施します。

http://www.s-n-

p.jp/shonankaigan_park/surfvilla

ge/

1.よくできた ○ ◎

都市公園課 ビーチヨガ教室 H25、26、28
湘南海岸公園の芝生広場でヨガ教室

を実施します。
1.よくできた ○ ◎

都市公園課

ノルディック

ウォーキング体

験教室

Ｈ27、28、29、

30、R1、R2、

R3

ノルディックウォーキング体験
1.よくできた

新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため一部未実施
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課
アウトドア

フィットネス
R1

公園における健康増進の取組の推進

のため、公園の屋外でヨガやウォー

キング等のフィットネスを行う（５

会場６回）

http://www.beachtown.co.jp/out

doorfitnesskanagawa/

2.だいたいできた
新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため一部未実施
○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課

ツリークライミ

ング・ハーフ

デー体験会

Ｈ27、28、29、

30、R1

ツリークライミング・ハーフデー体

験会（体験時間２時間） 1.よくできた
新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため一部未実施
○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

都市公園課
ツリー・クライ

ミング体験会

H27、28、29、

30、R1、R2、

R3

ツリー・クライミングの体験会
1.よくできた

新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため一部未実施
○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

都市公園課
公園であそぼ

う！

H27、28、29、

30、R1、R2、

R3

親子であそぼう！レクリエーション 1.よくできた
新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため一部未実施
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課
公園であそぼ

う！
Ｈ27、28、R1 ニュースポーツであそぼう 2.だいたいできた

新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため一部未実施
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課
公園であそぼ

う！
Ｈ27、28 ソング・フォークダンス 2.だいたいできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
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が
ん
の7

5

歳
未
満
の
年
齢
調

整
死
亡
率
の
減
少

が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上

脳
血
管
疾
患
・
虚
血
性
心
疾

患
の
年
齢
調
整
死
亡
率
の
減

少 高
血
圧
の
改
善

脂
質
異
常
症
の
減
少

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
指
標
に

お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良

者
の
割
合
の
減
少

糖
尿
病
有
病
者
の
増
加
の
抑

制 糖
尿
病
治
療
継
続
者
の
割
合

の
増
加

合
併
症(

糖
尿
病
性
腎
症
に
よ

る
年
間
新
規
透
析
導
入
患
者

数)

の
減
少

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患(

C
O
P
D

）

の
認
知
度
の
向
上

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
の
実
施
率
の
向
上

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
該
当
者
及
び
予
備
群
の

減
少

自
殺
者
数
の
減
少

気
分
障
害
（
躁
う
つ
病
を
含

む
）
の
患
者
数
の
減
少

朝
食
を
欠
食
す
る
小
学
５
年

生
の
割
合
の
減
少

子
ど
も
の
週
３
回
以
上
の
・

ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
増
加

・
ス
ポ
ー
ツ
非
実
施
率
の
減

全
出
生
数
中
の
低
出
生
体
重

児
の
割
合
の
減
少

小
学5

年
生
の
肥
満
傾
向
の
割

合
の
減
少

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
増
加
の
縮
小

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
運
動
器
症
候
群
）
を
認

知
し
て
い
る2

0

歳
以
上
の
県

低
栄
養
傾
向
の
高
齢
者
の
増

加
の
抑
制

「
未
病
改
善
」
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
人
の
割
合
の
増

加 未
病
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数

の
増
加

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

活
動
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て

い
る
県
民
の
割
合
の
増
加

健
康
づ
く
り
事
業
等
に
お
い

て
、
健
康
格
差
へ
の
対
策
を

図
っ
て
い
る
市
町
村
の
増
加

適
正
体
重
を
維
持
し
て
い
る

者
の
割
合
の
増
加

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
合

わ
せ
た
食
事
が1

日2

回
以
上

の
日
が
ほ
ぼ
毎
日
の
者
の
割

食
塩
１
日
摂
取
量
が
８
ｇ
未

満
の
者
の
割
合
の
増
加

野
菜
１
日
摂
取
量
が3

5
0

ｇ
以

上
の
者
の
割
合
の
増
加

果
物
１
日
摂
取
量
が1

0
0

ｇ
未

満
の
者
の
割
合
の
減
少

朝
食
又
は
夕
食
を
家
族
と
一

緒
に
食
べ
る
共
食
の
回
数
の

増
加

栄
養
成
分
（
４
項
目
）
を
表

示
を
し
て
い
る
特
定
給
食
施

設
の
割
合
の
増
加

成
人
の
日
常
生
活
に
お
け
る

歩
数
の
増
加

成
人
の
運
動
習
慣
者
（
１
回

3
0

分
、
週
２
回
以
上
の
運
動

を
１
年
以
上
継
続
し
て
い
る

目
覚
め
た
時
に
疲
労
感
が
残

る
者
の
割
合
の
減
少

週
労
働
時
間6

0

時
間
以
上
の

就
業
者
の
割
合
の
減
少
（
年

間2
0
0

日
以
上
の
就
業
）

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
量
を
飲
酒
し
て
い
る
者

（
成
人
１
日
当
た
り
の
純
ア

未
成
年
者
の
飲
酒
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

妊
娠
中
の
飲
酒
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

成
人
の
喫
煙
率
の
減
少

未
成
年
者
の
喫
煙
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

妊
娠
中
の
喫
煙
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

公
共
的
施
設
で
受
動
喫
煙
を

経
験
し
た
人
の
割
合
の
減
少

6
0

歳
代
に
お
け
る
咀
嚼
満
足

者
の
割
合
の
増
加

8
0

歳(
7
5

～8
4

歳
）
で2

0

本
以

上
の
自
分
の
歯
を
有
す
る
者

の
割
合
の
増
加

6
0

歳
（5

5

～6
4

歳
）
で2

4

本

以
上
の
自
分
の
歯
を
有
す
る

者
の
割
合
の
増
加

4
0

歳
（3

5

～4
4

歳
）
で
喪
失

歯
の
な
い
者
の
割
合
の
増
加

2
0

歳
代
に
お
け
る
歯
肉
に
異

常
所
見
の
な
い
者
の
割
合
の

増
加

4
0

歳
代
に
お
け
る
進
行
し
た

歯
周
病
を
有
す
る
者
の
割
合

の
減
少

6
0

歳
代
に
お
け
る
進
行
し
た

歯
周
病
を
有
す
る
者
の
割
合

の
減
少

３
歳
児
で
む
し
歯
が
な
い
者

の
割
合
が8

0

％
以
上
で
あ
る

市
町
村
の
増
加

1
2

歳
児
の
１
人
平
均
む
し
歯

数
が1

.
0

本
未
満
で
あ
る
圏
域

の
増
加

過
去1

年
間
に
歯
科
検
診
を
受

診
し
た
者
の
割
合
の
増
加

健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

都市公園課
春のネイチャー

ゲーム
R1

公園内の春の訪れを目、鼻、耳、

手、足などを使って体全体で感じよ

う。

http://www.sagamihara.kanagaw

a-park.or.jp/

2.だいたいできた
新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため一部未実施
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都市公園課
夏のネイチャー

ゲーム
R1

昼と違った公園内を散策し自然の風

や香り虫たちの鳴き声など体全体で

感じよう。

http://www.sagamihara.kanagaw

a-park.or.jp/

2.だいたいできた
新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため一部未実施
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都市公園課
秋のネイチャー

ゲーム
R1

公園内の秋を目、鼻、耳、手、足な

どを使って体全体で感じよう。

http://www.sagamihara.kanagaw

a-park.or.jp/

2.だいたいできた
新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため一部未実施
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都市公園課
冬のネイチャー

ゲーム
R1

公園内の秋を目、鼻、耳、手、足な

どを使って体全体で感じよう。

http://www.sagamihara.kanagaw

a-park.or.jp/

2.だいたいできた
新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため一部未実施
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都市公園課 自然観察会
H29、30、31、

R1、R2、R3

園内を散策しながら、季節の植物や

生き物を観察する

http://www.sagamihara.kanagaw

a-park.or.jp/

1.よくできた
新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため一部未実施
○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

都市公園課
サカタキッチン

レシピ展示
R1、R2、R3

サカタのタネおすすめのおいしい野

菜を使ったレシピのご紹介。

http://www.sagamihara.kanagaw

a-park.or.jp/

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課
健康測定器具の

設置
R1、R2、R3

血圧計、体脂肪計を置き、公園利用

者に自由に使ってもらう。
1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○

都市公園課 ラジオ体操 R1、R2

毎朝、定時にラジオ体操を管理事務

所前にて放送し行う（8:40ころ）雨

天中止

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課

大人と子どもの

元気アップ運動

クラブ

Ｈ30、R1、R2

遊びを通じて体力づくりに取り組ん

で頂く、週末の放課後クラブのよう

な気軽な運動プログラム

1.よくできた ○ ○

都市公園課
春のユニバーサ

ルカヌー体験会

H25、26、27、

28、30、R１、

R2

人工池でユニバーサルカヌーの体験

をします。 1.よくできた ○

都市公園課
秋のユニバーサ

ルカヌー体験会

H25、26、27、

28、30、R1、

R2

人工池でユニバーサルカヌーの体験

を行います。 1.よくできた ○

都市公園課 公園体操 Ｈ30、R1、R2
高齢者が対象の、介護予防を目的と

した体操
1.よくできた ○

都市公園課
楽しく走ろう！

公園ランニング
Ｈ26、27

季節の良い時期の、第2日曜日に開催

の「かいひんFRIENDS」。

この春は、辻堂海浜公園で、ランニ

ングを楽しんでいただくプログラム

が初登場。

初心者の方も、大人も子どもも、ま

た、誰かと一緒に走ってみたい方な

ど、どうぞお気軽にご参加くださ

い。

http://www.kanagawa-

park.or.jp/tujidou/

1.よくできた ○

都市公園課

やさしい体操

で、ロコモシン

ドロームを予防

しよう！

Ｈ28

ロコモシンドローム対策のやさしい

体操教室

http://www.kanagawa-

park.or.jp/tujidou/

1.よくできた ○

都市公園課
やさしいうんど

う教室

H25、26、27、

28、30、R1、

R2

高齢者を主対象に、運動遊具を利用

したやさしい運動教室を行います。 1.よくできた ○ ○

都市公園課

ニューバランス

×スーパース

ポーツゼビオの

ランニング教室

Ｈ30

辻堂海浜公園のランニングコース

を、健康づくりに活用して頂く為の

ランニングプログラム

1.よくできた ○
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

都市公園課
ニュースポーツ

体験
Ｈ26、27、29

ニュースポーツを体験します（タグ

ラグビー、ウォーキングボール、

ヴォーテックスフットボール等）。

http://www.kanagawa-

park.or.jp/tujidou/

1.よくできた ○

都市公園課
つじどう寝たき

りゼロ体操教室
Ｈ29、30、R1、R2

高齢者を対象に、寝たきりにならな

いためのやさしい運動教室

http://www.kanagawa-

park.or.jp/tujidou/

1.よくできた ○ ○

都市公園課

やさしいうんど

う教室地域指導

員養成講座（辻

堂海浜公園）

R2

やさしいうんどう教室を地域で自立

的に運営できるようにするための、

地域指導員養成講座

1.よくできた ○ ○

都市公園課

サンタとユニ

バーサルカヌー

で本気で遊ぶ

Ｈ30、R1

カヌーを使ったゲーム形式の遊び

を、サンタの格好をして本気で楽し

むプログラム

1.よくできた ○

都市公園課
サンタクロース

運動会
Ｈ30、R1

ユニバーサルカヌー体験会と連動し

た、陸上で本気の運動会を楽しむプ

ログラム

1.よくできた ○ ○

都市公園課
アウトドア

フィットネス
R1

公園における健康増進の取組の推進

のため、公園の屋外でヨガやウォー

キング等のフィットネスを行う（５

会場６回）

http://www.beachtown.co.jp/out

doorfitnesskanagawa/

1.よくできた ○

都市公園課
おやこボール遊

び教室
Ｈ29、30、R1、R2

幼児とその保護者を対象にしたボー

ルを使用したトリム運動

http://www.kanagawa-

park.or.jp/tujidou/

1.よくできた ○

都市公園課
アクアビックス

教室
H25、26、27、28

プールでアクアビクスを行います。
1.よくできた ○

都市公園課

アウトドア活

動・マリン＆

ファミリース

ポーツフェア

2018

Ｈ30
アウトドア活動の普及啓発を目的と

したイベント
1.よくできた ○ ○

都市公園課

ノルディック

ウォーキングで

身体づくり

Ｈ30、R1

両手に2本の専用ポールを持ち、地面

を突きながらウォーキングをする運

動プログラム

1.よくできた ○

都市公園課
ランドスキム体

験会
Ｈ30

スキムボードを使用して芝生の傾斜

を滑るプログラム
1.よくできた ○

都市公園課
リフレッシュヨ

ガ
Ｈ30、R1、R2

古典ヨガを通じて、心と体の健康維

持を目指すうんどうプログラム
1.よくできた ○ ○ ○

都市公園課
スラックライン

体験会

Ｈ29、30、R1、

R2

スラックラインの基礎を学べる体験

http://www.kanagawa-

park.or.jp/tujidou/

1.よくできた ○ ○

都市公園課
辻堂海浜公園

parkrun
R2

園内の決まったコースをランニング

又は歩きで回る健康づくりプログラ

ム

3.あまりできなかった ○ ○ ○

都市公園課 シニアヨガ R2

古典ヨガを通じて、心と体の健康維

持を目指すうんどうプログラム

リフレッシュヨガより、よりプロセ

スをかけて体をほぐしてゆくシニア

向けの内容

2.だいたいできた ○ ○ ○

都市公園課
森林セラピー体

験ウォーク

H25、27、28、

R1、R2、R3

森林セラピー基地として認定された

七沢森林公園で森林の持つ[癒し効

果」を体験できます。

経験豊かな指導者が親切に案内して

くれます。

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ◎

都市公園課

ノルディック

ウォーキング体

験

H25、26、27、

R1、R2、R3

ノルディックウォーキング用ポール

を使って園内散策。普通に歩くより

運動量もエネルギー消費量もも格段

に違います。野鳥の囀りを聞きなが

ら爽快な汗をかくことができます。

1.よくできた ○ ○ ◎ ○ ○ ○

都市公園課
健康測定器具の

設置
R2、R3

体脂肪計、脈拍計を置き、公園利用

者に自由に使ってもらう。
2.だいたいできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課
南山ハイキング

教室
R1

あいかわ公園から南山までの初心者

ハイキング
1.よくできた ○
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かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

都市公園課 自然観察ガイド R1、R2、R3

あいかわ公園内を巡り、自然の息吹

を感じながら、生き物の観察をしま

す。

1.よくできた ◎ ○

都市公園課

マスクをしよ

う・手をあらお

う缶バッジプレ

ゼント

R2、R3

新型コロナウイルス対策の一環とし

て「マスクをしよう」「手をあらお

う」の缶バッジを来園者に配布し予

防啓発を行う

2.だいたいできた ○

都市公園課
アウトドア・ヨ

ガ
R2

あいかわ公園の風の丘で、自然の香

りを嗅ぎ、鳥の声を聴きながらのア

ウトドア・ヨガ

1.よくできた 〇

都市公園課

宮ヶ瀬ダムを山

頂から見るハイ

キング体験会

R2、R3

あいかわ公園周辺の自然にふれあう

イベントとして地元山岳会との連携

により実施

1.よくできた ○

都市公園課
スポーツクライ

ミング
R2

ボルダリングの体験イベントを実施

（中止）
4.ほとんどできなかった ○

都市公園課
芝生ふれあい

サッカー教室

H25、26、27、

28、R1、R3

サッカーの面白さと天然芝の良さを

体験していただきます。
1.よくできた 特になし ◎ ○ ○

都市公園課
ママさんバレー

ボール大会

H25、26、27、

28、R1

体育館利用のママさんチーム対象

に、日頃の成果を発揮していただ

き、親睦をはかるバレーボール大会

を実施します。

1.よくできた 特になし ◎ ○

都市公園課
ママさんバドミ

ントン大会
H25、26、27

体育館利用のママさんチームを対象

に、日頃の成果を発揮していただ

き、親睦をはかるバドミントン大会

を実施します。

1.よくできた 特になし ◎ ○

都市公園課
人工芝ふれあい

体験
H25、26、27

人工芝体験とラグビーとのふれあい

を目的に、女性や子どもたちも参加

できるイベントを実施します。どな

たでもラグビー場で遊ぶことができ

ます。

1.よくできた 特になし ◎ ○ ○

都市公園課

神奈川新聞野球

教室＆キャッチ

ボールクラシッ

ク

Ｈ26
神奈川新聞野球教室＆キャッチボー

ルクラシック
1.よくできた 特になし ○ ○ ◎

都市公園課
芝生いきいきヨ

ガ教室

H25、26、27、

28、R1、R2

サッカー場の芝生の上で、ヨガ体験

などを実施、園利用者の健康増進を

図ります。
1.よくできた 特になし ○ ◎

都市公園課
桜丘高校サッ

カーフェスタ
Ｈ26，27、28

桜丘高校サッカー部と共催で、小・

中学生とのサッカーを楽しむイベン

トを開催します。

http://www.kanagawa-

park.or.jp/hodogaya/

1.よくできた 特になし ○ ○ ◎

都市公園課
ラグビーフェス

ティバル

H25、26、27、

28、R1

人工芝のラグビー場とラグビーその

ものに親しむイベントです。どなた

でも見学・参加できます。
1.よくできた 特になし ○ ○

都市公園課

ノルディック

ウォーキング体

験教室

H27、28、R2、

R3

ノルディックウォーキングの体験を

通じ、楽しみながら健康づくりの機

会を提供する目的で体験会を実施し

た。

1.よくできた 特になし ◎ ○

都市公園課
人工芝ふれあい

ラグビー体験
Ｈ28、R1

ラグビー場における人工芝体験とラ

グビーにふれあう機会の提供を行い

ます。ラグビー未経験の子ども達を

対象に、ラグビーボールに触れて、

遊んで、楽しんでいただけます。

1.よくできた 特になし ○ ○ ◎

都市公園課 パークヨガ R1

県民の健康促進を目的として、季節

が良い春と秋を対象にして公園内で

行うヨガ教室を実施します。春には

桜や新緑、秋には紅葉といった四季

の移ろいを感じられるのもパークヨ

ガならではの醍醐味です。

1.よくできた 特になし ○ ◎
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1
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0
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間
に
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を
受

診
し
た
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の
割
合
の
増
加

健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

都市公園課
アウトドア

フィットネス
R1

公園における健康増進の取組の推進

のため、公園の屋外でヨガやウォー

キング等のフィットネスを行う（５

会場６回）

http://www.beachtown.co.jp/out

doorfitnesskanagawa/

1.よくできた 特になし ○ ◎

都市公園課 ヨガ教室 Ｈ28

多目的広場の芝生の上でヨガ教室を

実施します。

http://www.seibu-

la.co.jp/suwanohara/

1.よくできた ○

都市公園課
春休みクイズラ

リー
Ｈ27～R3

高低差のある園内を歩くクイズラ

リーを通じて、楽しみながら健康増

進を図ります。

1.よくできた ○

都市公園課

ノルディック

ウォーキング教

室

Ｈ26、28
中高年を対象にノルディックウォー

キングの講習と実習を行います。
1.よくできた ◎

都市公園課
農作物、果物収

穫体験
Ｈ27～R3

園内にある畑や果樹園で育てた農作

物や果物が身体に与える栄養を収穫

体験を通じて伝えます。

1.よくできた ◎ ◎

都市公園課
夏休みクイズラ

リー
Ｈ27～R2

高低差のある園内を歩くクイズラ

リーを通じて、楽しみながら健康増

進を図ります。

1.よくできた ○

都市公園課
諏訪の原ウォー

キングマップ
Ｈ27～R3

園内のおすすめウォーキングコース

や、マイオリジナルコースが設定で

きる距離表示をした、楽しいマップ

の製作と配布します。

1.よくできた ○

都市公園課 ラジオ体操 Ｈ27～R3

毎日（8:30、14:00、16:00）3回ラ

ジオ体操（第一第二）を園内にて放

送します。ラジオ体操を楽しく続け

る取り組みとしてスタンプカードを

発行しています。

1.よくできた ◎

都市公園課 公園祭り Ｈ27～R1

竹のおもちゃ、竹トンボ、ウグイス

笛作り体験等が楽しめる。地元の伝

統工芸を伝える講師や公園スタッフ

の指導で手作りおもちゃを使い園内

を遊び回る。大人も小人も心身共に

遊びながらリフレッシュできる。

1.よくできた ◎

都市公園課

昆虫・植物等

自然観察イベン

ト

Ｈ27～R3

四季の移り変わりを昆虫、植物等を

通じて体験、実感し「なぜ？」と疑

問を持つことの重要さを講師、ス

タッフと共に園内をくまなく歩き回

ることによって知り、自然に体力の

向上を図ります。

1.よくできた ◎

都市公園課
未病対策イベン

ト
Ｈ27～R3

毎月最低1回、講師の方を招いたり

し、ヨガ教室やウォーキング教室等

を行います。

1.よくできた ◎

都市公園課

そなえパークの

日合同クイズラ

リー

Ｈ27～H30

園内及び隣接する小田原フラワー

ガーデンを歩くクイズラリーを通じ

て楽しみながら健康増進を図りま

す。

1.よくできた ○

都市公園課

小田原フラワー

ガーデン合同ク

イズラリー

Ｈ27～R2

園内及び隣接する小田原フラワー

ガーデンを歩くクイズラリーを通じ

て楽しみながら健康増進を図りま

す。

1.よくできた ○

都市公園課
春の小田原公園

スタンプラリー

H25、Ｈ26、

28、R1

県西部丘陵ウォーキングコースに位

置する5公園をめぐり、季節の花と里

山再発見を楽しみながら健康増進を

図ります。

1.よくできた ○ ○

都市公園課
秋の小田原公園

スタンプラリー
H25、26、28、R1

県西部丘陵ウォーキングコースに位

置する5公園をめぐり、季節の花と里

山再発見を楽しみながら健康増進を

図ります。

1.よくできた ○ ○
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

都市公園課

寒さもヘッチャ

ラ！野外遊びの

日

Ｈ27、28

ニュースポーツ体験

http://www.kanagawa-

park.or.jp/tsukuikoshiroyama/

2.だいたいできた
新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため一部未実施
○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課
健康測定器具の

設置

Ｈ27、28、29、

30、R1、R2、

R3

血圧測定器を置き、公園利用者に自

由に使ってもらった
1.よくできた ◎ ○

都市公園課
森林浴とヨガの

体験
R1

公園の緑地を利用し、森林セラピー

を体感するとともに、森の中でヨガ

を体験して健康を増進する。

2.だいたいできた
新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため一部未実施
○ ○ ◎

都市公園課 つくい健康行脚
H28、29、30、

R1、R2、R3

園内にウォーキングルートを設定。

ウォーキングした方に毎回記録をつ

けてもらい、健康増進を奨励。スタ

ンプ貯めて褒賞も。

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課

ココロとカラダ

を整えるウォー

キング講座

Ｈ28

春の海の風薫葉山公園で健康寿命を

延ばす歩き方でココロとカラダを整

えるウォーキング講座

http://www.hayama-park.com/

1.よくできた ○

都市公園課 公園見回り隊 Ｈ26

公園の安全パトロールを目的に、健

康増進・維持を兼ねて、『ノル

ディックウォーク』を行う。

1.よくできた ○

都市公園課
公園で健康づく

り×文教大生
Ｈ30

文教大学健康栄養学部の学生たち

が、身体組成計測や食事診断、食育

スタンプラリー、里山レストランを

開催。

1.よくできた

都市公園課
アウトドア

フィットネス
R1

公園における健康増進の取組の推進

のため、公園の屋外でヨガやウォー

キング等のフィットネスを行う（５

会場６回）

http://www.beachtown.co.jp/out

doorfitnesskanagawa/

1.よくできた

都市公園課
春の公園まつり

健康相談ブース
R1

春の公園まつりに「健康相談ブー

ス」を設け、血圧・体脂肪・血管年

齢・骨密度計測のほか、看護師等に

よる健康相談も行う。

1.よくできた

都市公園課 親子料理教室 R1

管理栄養士の先生が、公園で収穫で

きた野菜を使い、簡単・ヘルシーな

健康につながる料理を教える。

1.よくできた

都市公園課 ラジオ体操 R1
夏休み期間中に早朝（6：30～）ラ

ジオ体操を行う。
1.よくできた

都市公園課
秋の公園まつり

健康相談ブース
R1

秋の公園まつりに「健康相談ブー

ス」を設け、血圧・体脂肪・血管年

齢・骨密度計測のほか、看護師等に

よる健康相談も行う。

1.よくできた

都市公園課
子供の五感を育

てる自然遊び
R1

　公園内で自然遊びをしながら、子

どもの五感を育てる。
1.よくできた

都市公園課
青空ヨガ教室

R1、R2、R3
緑いっぱいの公園の木陰でヨガを

行って心身をリフレッシュする。
1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都市公園課 定例自然観察会 R1、R2、R3
毎回テーマを決めて、四季折々の動

植物を観察するために園内を巡る。
1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都市公園課 自然観察会 R1、R2、R3
毎回テーマを決めて、四季折々の動

植物を観察するために園内を巡る。
1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都市公園課 健康器具の設置 R1
公園利用者が誰でも自由に計測でき
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1.よくできた

都市公園課
茅ケ崎里山公園
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R1、R2、R3
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を行う。

http://www.kanagawa-

park.or.jp/tigasakisatoyamaclub/

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

都市公園課
公園ガイドツ

アー

Ｈ28、29、30、

R1、2、3

公園ガイドツアーとして、「庭園」

「和」をテーマにしたガイドツアー

を実施し、園内の歴史や優れた眺望

スポット等を参加者に説明するイベ

ント。

3.あまりできなかった 参加者が少ない ○ ○ ○ ○ ○

都市公園課
パークゴルフ教

室
H25、26、28

初心者向けのパークゴルフ教室で

す。
1.よくできた ◎

都市公園課
外でのびのび公

園ヨガ教室
Ｈ28

公園の屋外が気持ち良い季節に屋外

ヨガを体験するイベント
1.よくできた ◎

都市公園課
子どもサッカー

教室
Ｈ28

園内施設利用に際し、子供を対象に

したサッカーのミニ上達教室ワーク

ショップ。

1.よくできた ◎

都市公園課 健康まつり H25、26、28

公園の開放的なスペースを利用して

健康づくりをしてみませんか。

「健康ウオーキング教室」「パーク

ゴルフ教室」「ニュースポーツ体

験」などを開催します。

1.よくできた ◎

都市公園課
ウォーキング＆

ストレッチ教室
Ｈ28

ウォーキングに適し健康器具もある

公園を利用して、日課にできる運動

の効果的な実践を学ぶ

1.よくできた ◎

都市公園課 スタンプめぐり Ｈ21以前～現在
自然観察をしながら園内８箇所のス

タンプを集める
1.よくできた 特になし ◎ ○

都市公園課 健康体操体験会 H19以前～R1

ストレッチ、リズム体操など音楽に

合わせ体を動かす、主に高齢者を対

象とした体操を行います。

1.よくできた
新型コロナウイルス感染症対策のた

め、2年以上開催できていない。
◎

都市公園課
初心者向けテニ

ス教室
H25、26、27

初心者向けのテニス教室を行いま

す。
2.だいたいできた ○

都市公園課
グラウンド・ゴ

ルフ教室

Ｈ28、R1、

R2、R3

初心者向けのグラウンド・ゴルフ教

室

http://www.kanagawa-

park.or.jp/sakaigawa/

1.よくできた
初心者向けだけでなく中級編や子供

向け等のプログラムを検討
○

都市公園課 パークヨガ R2、R3
今田遊水地芝生広場で地域住民を対

象にパークヨガイベントを開催
1.よくできた

11月のみの開催ではなく、複数回の

開催を検討
○

都市公園課
運動施設促進チ

ラシ作成
R2、R3

境川遊水地公園の運動施設の利用促

進を図るため、チラシを作成
1.よくできた

チラシ以外にブログやSNS等を活用

した広域的な広報を検討
○

都市公園課
観音崎「元気の

会」
Ｈ27 ラジオ体操の実施

都市公園課
風と光と太極拳

in城山
Ｈ27、28

新鮮な空気と木々の緑に包まれた中

で、子供からお年寄りまで年齢に関

係なく、気持ちよく元気に体を動か

す楽しさを体感し、健康増進を図る

ことを目的としたイベントを開催

1.よくできた ○ ○ ○ ◎

都市公園課
アウトドア

フィットネス
R1

公園における健康増進の取組の推進

のため、公園の屋外でヨガやウォー

キング等のフィットネスを行う（５

会場６回）

http://www.beachtown.co.jp/out

doorfitnesskanagawa/

1.よくできた ○ ○ ○ ◎

都市公園課
健康測定器具の

設置
R1、R2、R3

血圧計を置き、公園利用者に自由に

使ってもらう。
1.よくできた ◎ ○

都市公園課
海一望、ヨガ教

室in葉山公園
Ｈ28

青い天空の下、海を眺めゆっくり流

れる雲と海風を感じながら心も身体

もリフレッシュできるパークヨガ

http://www.hayama-park.com/

1.よくできた ○

都市公園課
いけいけ健康

ウォーキング
Ｈ28

園内のチェックポイントを回りなが

ら1時間弱、歩きます。
1.よくできた

指定管理者が変わったことによる継

続的な実施
◎ ○

都市公園課
ラジオ体操、健

康体操
Ｈ26、28、R3

青空の下で、お年寄りから子供まで

できる手頃でラジオ体操を行いま

す。

1.よくできた
指定管理者が変わったことによる継

続的な実施
○ ◎

都市公園課 ツリーイング R1

林業の技術を応用した遊びで、園内

の樹にロープを使って登る。5歳以上

の方から参加可能で、将来的な健康

増進を図る。

1.よくできた
指定管理者が変わったことによる継

続的な実施
◎
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科
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し
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

都市公園課
ノルディック

ウォーキング
R1

2本のﾎﾟｰﾙで下半身への負担を軽くし

全身の筋肉強化を図る。高齢者に、

運動をする機会を提供することも狙

い。

1.よくできた
指定管理者が変わったことによる継

続的な実施
◎ ○

都市公園課
謎解きスタンプ

ラリー
R1、R3

県立4公園の各園内を回り、問題を解

きながら歩く。自然に関する問題を

出題し、自然への興味と知識修得も

図る。

1.よくできた
指定管理者が変わったことによる継

続的な実施
◎

都市公園課 秋の野鳥観察会 R2、R3 園内を歩きながらの野鳥観察。 1.よくできた
指定管理者が変わったことによる継

続的な実施
○ ◎

都市公園課 紅葉狩り R2 園内を歩きながらの紅葉観察。 1.よくできた
指定管理者が変わったことによる継

続的な実施
○ ○

都市公園課
サクランクイズ

ラリー
R2 園内各所を巡るクイズラリー。 1.よくできた

指定管理者が変わったことによる継

続的な実施
○ ◎

都市公園課 親子自然観察会 R2 園内を歩きながら木の実を探す。 1.よくできた
指定管理者が変わったことによる継

続的な実施
◎ ○

都市公園課
健康測定器具の

設置
R1、R2、R3

血圧計を置き、公園利用者に自由に

使ってもらう。
1.よくできた ○ ○

都市公園課 ラジオ体操 R1、R2、R3 毎朝ラジオ体操実施 1.よくできた ○ ○ ○ ◎

都市公園課 野鳥観察会 R1、R2、R3

公園内の川辺、里山をゆっくりと散

策しながら、聞こえてくる冬鳥のさ

えずりや羽音に耳をすませ、目をこ

らして木の枝で羽を休める姿を観察

する。

1.よくできた ○

平塚保健福祉事務所
高校生等への喫

煙防止教育

開始年度不明～

現在

医師または保健師が高等学校へ出向

き、喫煙による健康への影響につい

て講演の実施

1.よくできた

毎年、県内の学校から一定数の依頼

があるが、年度により管外の学校か

らの依頼もあり管内の学生向けた地

域貢献ができないことがある。

○ ◎ ○ ○

平塚保健福祉事務所

「働く人の健康

情報冊子～メン

タルヘルス版

～」作成。

H26 .4作成

H29改正版作成

事業所で活用してもらえるように作

成し、配付。

改訂できていない為,令和2年度以降

は配布していない。

2.だいたいできた

作成後は時点修正の改訂をしながら

配布を続けてきたが、途中で改訂が

滞り、情報の更新作業ができていな

い為配布ができない状況。近年中に

改訂し、配布を再開させたい。

◎ ◎

平塚保健福祉事務所
働く人のメンタ

ルヘルス研修会

開始年度不明～

現在

事業所の健康管理者を対象にメンタ

ルヘルスに関する研修を開催。
2.だいたいできた

新型コロナウイルス感染症の影響で

近年の開催が中止されているが徐々

に再開できるように取り組んで行き

たい。

◎ ◎

平塚保健福祉事務所

神奈川労務安全

衛生協会平塚支

部主催地区会

開始年度不明～

現在

例年、テーマを決めて健康講話を実

施。
2.だいたいできた

例年、講話の機会を設けていただく

事で、地域・職域に向けた啓発活動

ができている。今後も企業側のニー

ズにも合わせた啓発ができるように

継続して実施していく。

◎

平塚保健福祉事務所
平塚地区労働安

全衛生大会
平成27～30年度

神奈川労務安全衛生協会平塚支部が

主催する平塚地区労働安全衛生大会

において、健康情報コーナーを設置

し、栄養や歯の健康づくり、受動喫

煙対策、生活習慣病予防についての

健康情報等の普及啓発を実施。

1.よくできた 特になし ◎ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所

若い世代から働

き盛りの健康力

アップ事業健康

講座

開始年度不明～

令和元年度まで

実施

若い世代から働き盛りの働く人の健

康意識を向上させ、健康的な生活習

慣に行動変容できるよう働きかける

ために、事業所において従業員を対

象に健康講座を開催、普及啓発資料

をHPに掲載。

2.だいたいできた

令和元年度までの実施事業。以降は

各企業より依頼があった際に出前講

座等で対応。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所

二宮で働く人の

健康応援事業健

康講座

H26 のみ

働く人が生活習慣を見直し健康増進

していけるように従業員の健康を支

援し、働く世代の健康づくりの推進

のために、二宮町で働く人を対象に

健康講座を開催。

2.だいたいできた 特記事項なし ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

平塚保健福祉事務所

かながわ労働セ

ンター湘南支所

主催

該当労働相談に

おける普及啓発

H29
秦野Cとも協働し、健康情報等の普

及啓発を実施。
1.よくできた

主催側が実施の際に協働できるよう

に意識して連携していく。
○ ○ ○

平塚保健福祉事務所
事業所向け健康

づくりセミナー
H29～現在

秦野Cとも協働し、事業所の健康管

理者や産業医療職向けに毎年テーマ

を変えて講演会を実施。

2.だいたいできた

新型コロナウイルス感染症の影響に

より、R3は開催できなかったが、

徐々に再開できるように取り組んで

行く。

○ ◎

平塚保健福祉事務所

神奈川大学湘南

平塚キャンパス

平塚祭

平成26年度

喫煙及び受動喫煙の健康への影響に

ついての啓発のために、スモーカー

ライザーによる呼気中一酸化炭素測

定の実施。

1.よくできた 特になし ○ ◎ ○ ○

平塚保健福祉事務所

トータル・ヘル

ス・プロモー

ション

平成26年度

喫煙及び受動喫煙の健康への影響に

ついての啓発のために、スモーカー

ライザーによる呼気中一酸化炭素測

定の実施。

1.よくできた 特になし ◎ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所 横溝記念まつり 平成26年度

喫煙及び受動喫煙の健康への影響に

ついての啓発のために、スモーカー

ライザーによる呼気中一酸化炭素測

定の実施。

1.よくできた 特になし ◎ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所

かながわ労働セ

ンター湘南支所

主催街頭労働相

談

平成26～27年度

かながわ労働センター湘南支所が主

催する街頭労働相談において、受動

喫煙対策、生活習慣病予防について

の健康情報等のリーフレット等を配

布し、普及啓発を実施。

1.よくできた 特になし ◎ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所
湘南にのみやふ

るさとまつり

平成26、27、29

年度

喫煙及び受動喫煙の健康への影響に

ついての啓発のために、スモーカー

ライザーによる呼気中一酸化炭素測

定の実施。

1.よくできた 特になし ◎ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所
地域禁煙サポー

ト研修会
平成26～29年度 禁煙指導に関する研修会を実施。 1.よくできた 特になし ○ ◎ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所 秦野市市民の日 平成26～30年度

喫煙及び受動喫煙の健康への影響に

ついての啓発のために、スモーカー

ライザーによる呼気中一酸化炭素測

定の実施。

1.よくできた 特になし ◎ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所
歯の健康フェス

タ
平成26～30年度

大磯町及び二宮町で開催する歯の健

康フェスタに参加し、スモーカーラ

イザーによる呼気中一酸化炭素測定

を行うことで、喫煙及び受動喫煙の

健康への影響を伝えた。

1.よくできた 特になし ◎ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所
大磯チャレンジ

フェスタ
平成27～30年度

大磯町で開催する大磯チャレンジ

フェスタに参加し、ハイ・チェッ

カーによる肺年齢測定を行うこと

で、喫煙及び受動喫煙の健康への影

響を伝えた。

1.よくできた 特になし ◎ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所
禁煙週間キャン

ペーン
令和2～3年度

世界禁煙デーに係るポスター掲示、

資料配架を平塚合同庁舎で実施。
1.よくできた 特になし ○ ○ ○ ◎

平塚保健福祉事務所

重度う蝕ハイリ

スク幼児予防値

作事業

平成25～令和３

年度

重度う蝕幼児の減少を目的とし、管

内市町から紹介された重度う蝕ハイ

リスク幼児を対象に、歯科検診・保

健指導、薬物塗布等を実施

1.よくできた

コロナ禍で感染予防対策を強化して

実施している。市町が紹介したい児

であっても、当所の受診が難しい重

度う蝕ハイリスク幼児への対応が課

題。

○ ◎ ○ ○

平塚保健福祉事務所

歯の健康づくり

事業・歯周病予

防対策事業

平成25～令和３

年度

歯間清掃用具の普及啓発
2.だいたいできた

・新型コロナ感染症の影響により、

事業を実施できる場所が減ってい

る。コロナ終息後も過去同様に町の

乳幼児健康診査時の保護者への実施

が再開できるかどうか難しい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

平塚保健福祉事務所

8020運動推進員

養成事業・オー

ラルフレイル健

口推進員養成事

業

平成25～令和３

年度

オーラルフレイル健口推進員（8020

運動推進員）を対象とした育成研修

と健口体操の普及活動支援を行う。

1.よくできた

・新型コロナ感染症の影響により、

オーラルフレイル健口推進員の活動

に大きな影響があった。地域で活動

の継続できている人、中止していた

人への再開への支援が必要である。

○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

平塚保健福祉事務所
フッ化物洗口説

明会

平成25年～平成

30年度

希望する管内の幼稚園保育園の保護

者を対象にう蝕予防のための家庭内

フッ化物の説明会を実施する、

4.ほとんどできなかった

・平成30年度にフッ化物洗口説明会

の希望園がなくなり、平成31年度よ

り幼稚園保育園での説明会の実施は

中止した。

○ ◎ ○

平塚保健福祉事務所

神奈川労務安全

衛生協会平塚支

部おける健康教

育

平成27～令和３

年度

神奈川労務安全衛生協会平塚支部が

主催する新入者安全衛生研修で食生

活と健康についての講話を行う

2.だいたいできた

生活習慣病の発症予防の観点から継

続していく事業ではあるが、対象者

が20代であり健康への関心が低い方

が多いため、講話内容を検討する必

要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○

平塚保健福祉事務所
特定給食施設等

講習会

平成25～令和３

年度

特定給食施設等において、利用者の

身体状況及び栄養状態等を踏まえた

食事の提供が行われるよう必要な指

導を行う

1.よくできた

管内栄養士等の知識の普及啓発に必

要な事業のため、周知・開催方法、

テーマ設定を工夫し参加者の増加を

目指す。

○ ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所
食生活支援担当

者研修

平成25～令和３

年度

地域での食生活支援に関わる医療や

福祉、職域等の関係者に対する研修
1.よくできた

管内栄養士等の知識の普及啓発に必

要な事業のため、周知・開催方法、

テーマ設定を工夫し参加者の増加を

目指す。

○ ◎ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所

食育推進研修

（地域保健活動

推進研修）事業

平成25～令和３

年度

地域での食生活支援に関わる医療や

福祉、職域等の関係者に対する研修
1.よくできた

管内栄養士等の知識の普及啓発に必

要な事業のため、周知・開催方法、

テーマ設定を工夫し参加者の増加を

目指す。

○ ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所
がん検診普及啓

発セミナー

平成25～令和３

年度

がん体験者による講演や、学祭等で

のがん検診普及啓発キャンペーン
1.よくできた

コロナ禍で普及啓発の機会が減少し

ている中、どのように機会を増やし

ていくかが課題。

○ ◎ ◎

平塚保健福祉事務所
がん検診普及啓

発事業

平成25～令和３

年度

地域企業等（食品衛生責任者、介護

保険事業所等）へのがん検診普及啓

発活動

2.だいたいできた

コロナ禍で普及啓発の機会が減少し

ている中、どのように機会を増やし

ていくかが課題。

○ ◎ ◎

平塚保健福祉事務所

食生活改善推進

団体班長・会員

研修会

平成25～令和３

年度

食生活に関わるボランティア団体に

対する研修会
1.よくできた

団体の活動がさらに効果的なものと

なるよう、実践的な内容の研修の開

催を検討する。

○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所
地域食生活対策

推進協議会

平成25～令和３

年度

地域における栄養・食生活課題の解

決を目的に、課題抽出に必要な各種

調査の実施や、関係機関、団体、職

域等と連携して地域のよりよい食環

境整備のための事業の企画・立案・

評価等を協議会で検討する。

1.よくできた

・働く人の健康づくりについては、

引き続き特定給食等指導事業等を通

じて働く世代の健康づくりの支援を

行っていく必要がある。

・災害時の栄養・食生活支援につい

ては、平時より各市・町関係部署と

の連携を強化する必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所

健康づくりメ

ニュー提供店普

及事業

平成25年～28年

度

地域における食環境整備の充実を目

指し、健康づくりメニューを提供す

る店舗を増やすために事業の普及啓

発を行うとともに、健康づくりメ

ニュー提供店と認められる店舗には

登録証を発行し掲示してもらう。

1.よくできた 本事業は平成28年度に廃止となった ○ ○ ○ ○ ○ ◎
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指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

平塚保健福祉事務所
こころの健康相

談
令和3年度

地域住民のこころの健康に関する相

談に対応し、必要に応じて専門的助

言を嘱託医・専門職員により、行

う。

2.だいたいできた

コロナ禍、対面相談に工夫が必要で

あった。県民からの申し込み時期に

ばらつきがあるので、開催できない

日もあった。

◎ ◎

平塚保健福祉事務所
精神保健家族教

室
年間1回

統合失調症の患者の家族が、疾病の

理解と患者への対応や社会資源につ

いて学ぶ

1.よくできた

コロナ禍のため、中止せざるを得な

い年度があった。開催方法に工夫が

必要

◎ ◎

平塚保健福祉事務所
認知症サポー

ター養成講座
通年

認知症の本人・家族を支える応援者

を養成
2.だいたいできた コロナ禍による回数の減少 ○

平塚保健福祉事務所 認知症研修
平成30年度

令和1年度

事業所や関係機関等の認知症に関わ

る職員を対象に、認知症に関する研

修会を開催

3.あまりできなかった

コロナ禍により開催が困難

参加者のニーズに合わせた内容の検

討

○

平塚保健福祉事務所

若年性認知症の

本人と家族のつ

どい

令和2年
認知症の本人・家族・関係者等が対

応方法を話し合う場を開催
3.あまりできなかった

コロナ禍により開催が困難

参加者のニーズに合わせた内容の検

討

○

平塚保健福祉事務所
ゲートキーパー

養成研修

令和3年4月

令和3年9月

令和3年11月

令和4年1月

自殺予防対策としてゲートキーパー

の養成研修の実施。
2.だいたいできた

コロナ禍で、集合研修の形態が難し

い状況であった。オンラインで実施

する等、開催方法の工夫が必要。

◎ ◎ ○

平塚保健福祉事務所
地域自殺対策普

及啓発
令和3年9月

平塚合同庁舎にてポスター掲示、

リーフレット配架等、地域の自殺対

策普及啓発を実施。

2.だいたいできた

コロナ禍でメンタルが不安定になり

やすい傾向が続いている。普及啓発

は今後も継続が必要。

◎ ◎

平塚保健福祉事務所秦野

センター

職域と連携した

生活習慣業予防

対策講習会

H29～現在

労務安全衛生協会平塚支部における

会員事業所の新入社員に対する食教

育

2.だいたいできた

参加者は、高校卒業後の方が半数を

占めているため、10歳代も栄養管理

を自分事として考えたくなる内容を

更に盛り込んでいきたい。

○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野

センター

食生活支援担当

者研修会
毎年

地域の食生活支援担当者に対する研

修会
1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野

センター

特定給食施設等

講習会
毎年

給食施設担当者への栄養管理に関す

る講習会
1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

平塚保健福祉事務所秦野

センター
食育推進研修 毎年 地域の食育担当者に対する研修会 1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野

センター

食生活改善推進

団体研修会等
毎年

食生活に関わるボランティア団体に

対する研修会等
2.だいたいできた

R2年度以降は、新型コロナウイルス

感染症のため、集合型の講義や調理

実習ができていない。

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

平塚保健福祉事務所秦野

センター
やまぶきの会 毎年（H8～）

糖尿病患者の治療中断を防止し、重

症化と合併症を予防するため、地域

で組織されたグループへの支援。

2.だいたいできた

R2年度以降は、新型コロナウイルス

感染症のため、集合型の講義や調理

実習ができていない。

◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野

センター

糖尿病自己管理

サポートネット

ワーク

H14～R2

糖尿病患者の治療中断を防止し、重

症化と合併症を予防するため、糖尿

病患者やその家族の自己管理を支援

することを目的とした、地域の関係

機関が連携した支援体制。

1.よくできた

（「神奈川県糖尿病(性腎症)重症化予

防プログラム」も開始したため、登

録制度を中止し、専門栄養相談での

個別対応に移行した。）

◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野

センター

「健口かながわ

５か条」の普及

平成27年度～現

在

県民自らが取り組む行動目標として

掲げた「健口かながわ５か条」の普

及を行い、口腔機能の維持向上をは

じめとした、県民の主体的な歯及び

口腔の健康づくりを推進する。

2.だいたいできた

新型コロナウイルス感染症のため、

令和2年度から普及する場面があまり

確保できていない。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
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0
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町
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の
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加

1
2

歳
児
の
１
人
平
均
む
し
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数
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.
0
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満
で
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の
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過
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に
歯
科
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を
受

診
し
た
者
の
割
合
の
増
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

平塚保健福祉事務所秦野

センター

重度う蝕ハイリ

スク幼児予防対

策事業

平成7年度～現在

重度う蝕幼児の減少を図ることを目

的に、重度う蝕につながるリスク要

因を保有している幼児に対し、歯科

検診、歯科保健指導、フッ化物を応

用した予防等を行う。

2.だいたいできた

市の乳幼児歯科健診の未受診児、当

事業の未受診児への対応。外国籍県

民（保護者又は対象児）に対する対

応。

○ ◎ ○

平塚保健福祉事務所秦野

センター

フッ化物洗口普

及啓発事業

平成18年度～現

在

永久歯が萌出する幼児のう蝕予防対

策として効果的なフッ化物洗口を普

及させるため、フッ化物洗口の情報

普及を図る。

2.だいたいできた

イベント等で説明会（体験込み）を

実施し、参加者の反応は良いが、

フッ化物洗口の実施につながってい

るか不明（把握できていない。）

○ ◎ ○

平塚保健福祉事務所秦野

センター

歯間部清掃用具

の活用推進

平成20年度～現

在

歯周病予防に効果的なセルフケア対

策として、歯間清掃用具の活用推進

を図るため、県民を対象に歯間部清

掃用具の正しい使用方法等につい

て、実技指導を行う。

2.だいたいできた

新型コロナウイルス感染症のため、

令和2年度から普及する場面があまり

確保できていない。

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野

センター

オーラルフレイ

ル健口推進員養

成事業

平成23年度～現

在

歯及び口腔の健康づくりに主体的に

取り組むオーラルフレイル健口

（8020運動）推進員の育成と活動支

援を行う。

2.だいたいできた

新型コロナウイルス感染症のため、

令和2年2月から育成研修も活動支援

も実施できていない。県による養成

研修も実施されていないため、新規

の推進員がいない。

○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

平塚保健福祉事務所秦野

センター

禁煙サポート推

進事業
H25

がんをはじめとする生活習慣病対策

を推進するため、その大きな要因と

いわれている喫煙率の低下を目指

し、地域における禁煙教育等を実

施。

研修・講演会（事業の円滑な推進の

ため、地域の保健医療関係者を対

象）

4.ほとんどできなかった

保健医療関係者に向けての講演会

は、近年実施できていない。必要性

のアセスメントから再度行っていく

必要がある。

◎ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野

センター

禁煙サポート推

進事業

毎年（R2～３年

は新型コロナウ

イルス感染症感

染拡大防止のた

め中止）

がんをはじめとする生活習慣病対策

を推進するため、その大きな要因と

いわれている喫煙率の低下を目指

し、地域における禁煙教育等を実

施。

教育（禁煙希望者・職域・学校・行

政職員を対象）

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症の影響に

より健康教育を中止せざるを得ない

状況にある。今後は、オンラインで

の教育なども検討していく必要があ

る。

○ ◎ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野

センター

禁煙サポート推

進事業
毎年

禁煙週間イベント（毎年５月31日～

６月6日の禁煙週間に、世界禁煙デー

スローガン掲示やリーフレット配布

等を実施）

2.だいたいできた

新型コロナウイルス感染症の影響に

より、来所者が減っている中、リー

フレット配布数も減少している。今

後、掲示や配布等の内容・方法を工

夫していく必要がある。

◎ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野

センター

がん検診普及啓

発セミナー事業
毎年 普及啓発キャンペーン 1.よくできた

新型コロナウイルス感染症の影響に

より、参加者が減少している。以前

はその場所でがんクイズなど解いて

いただき、答え合わせまでしていた

が、R3年度は配布するだけであっ

た。密を避けながら、どうやって普

及啓発を行っていくかが、課題とな

る。

○ ◎
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

平塚保健福祉事務所秦野

センター

がん検診普及啓

発セミナー事業
毎年 がん検診普及啓発セミナー事業 1.よくできた

新型コロナウイルス感染症の影響に

より、講演会等は中止となってい

る。今後は、オンラインでの講演な

ども検討していく必要がある。

○ ◎

平塚保健福祉事務所秦野

センター

がん検診普及啓

発セミナー事業
毎年

関係機関との連絡調整（管内２市の

健康増進事業ヒアリング、担当者連

絡会）

1.よくできた

ほぼ毎年実施できている。今後はヒ

アリングした内容から得た情報を活

用していくことことが課題である。

○ ◎

平塚保健福祉事務所秦野

センター

地域企業におけ

るがん検診受診

促進事業

毎年

啓発用媒体の作成・配布

３市２町(平塚保健福祉事務所・秦野

センター管内)の協力を得て、各市町

の検査項目・対象者・実施方法・連

絡先等についてまとめ、啓発の際配

布した。

1.よくできた 特になし。 ○ ◎

平塚保健福祉事務所秦野

センター

地域企業におけ

るがん検診受診

促進事業

H25 ～H29

労務安全衛生協会平塚支部・労働衛

生週間推進大会にて普及啓発(平塚保

健福祉事務所と合同で実施)全国労働

衛生週間平塚支部推進大会

2.だいたいできた

H30年以降は、実施できていない。必

要性含め、今後検討していく必要が

ある。

○ ◎

平塚保健福祉事務所秦野

センター

地域企業におけ

るがん検診受診

促進事業

毎年

介護保険事業所実地指導時にがん検

診実施状況調査と個別面接による啓

発(管理者等に事業所におけるがん検

診の実施状況を聞きながら、受診勧

奨を行い、管理者用・従業員用の

リーフレット配布)

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症の影響に

より、介護保険事業所の実地指導数

が減少しているため、配布数も減少

している。管理者等への啓発を丁寧

に行い、理解を深めていただくこと

を継続していく必要がある。

○ ◎

平塚保健福祉事務所秦野

センター

地域企業におけ

るがん検診受診

促進事業

毎年

教育活動：市及び職域保険(神奈川労

務安全衛生協会平塚支部地区会)との

連携により講話・講演会を実施。

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症の影響に

より、講話・講演会が中止となって

いる。今後は、オンラインでの講演

なども検討していく必要がある。

○ ◎

平塚保健福祉事務所秦野

センター

地域・職域連携

推進事業
H30～現在

地域保健および職域保健関係者同士

が顔の見える関係を構築し、地域・

職域連携による働く人々の健康保

持・増進を推進すること。

2.だいたいできた

・小中規模事業所は健康対策への取

組みが難しい。

・事業主が健康に対して必要性を感

じていないところがある。

・地域・職域連携推進事業における

取組みの評価をどう行うか。

・地域・職域連携推進事業における

多機関との連携・取組みのありか

た。

○ ◎ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

食生活改善推進

員スキルアップ

セミナー

(人材育成）

平成26年～現在

に至る

よりよい地域活動を行うことを目的

に鎌倉市、逗子市、葉山町食生活改

善推進団体が調理デモ、講義等の内

容で実施。講義及び助言指導を行

う。

1.よくできた ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

食生活支援担当

者研修会

（人材育成）

毎年実施

長期療養者への栄養支援のスキルの

向上を図ることを目的に、栄養・食

生活対策を推進する市町村及び関係

機関・団体等の栄養士等を対象にし

た研修

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

鎌倉保健福祉事務所

地域食生活対策

推進協議会

（その他）

毎年実施

Ｈ元年～

地域における栄養･食生活対策を検討

する
1.よくできた ◎ ◎ ◎ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

特定給食施設等

講習会

（情報提供・普

及啓発）

毎年実施

給食利用者の健康増進を図る事を目

的に特定給食施設等管理者、管理栄

養士および調理員等を対象とした講

習会開催

1.よくできた ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

栄養成分表示を

活用した健康づ

くりの普及啓発

（情報提供・普

及啓発）

毎年実施

・食品事業者への適正表示に係る相

談・講習会による普及啓発

・消費者の適切な食品選択及び栄養

表示等の活用に関する相談、普及啓

発

2.だいたいできた

栄養成分表示を活用した健康づくり

の情報を幅広く行うには、市町健康

主管課を窓口に連携した取組みも必

要。

◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所
鎌倉女子大学

みどり祭
通年

女性特有のがんや健康で充実した人

生を送るためのライフプランの立て

方について

・パネル展示

・体験（乳房自己視触診）を通した

啓発

・がん検診受診普及啓発リーフレッ

トの配布

・クイズ・スタンプラリーの実施と

景品の配布

※R2年度は、新型コロナ感染症対策

のため、HPでの情報提供

2.だいたいできた

10～20代の女性を始め県民に広く健

康づくりの意識向上や予防の知識普

及をはかる機会となっている。ここ

数年は新型コロナウイルス感染予防

のためオンラインとなっており、普

及啓発方法を工夫していく必要があ

る。

○ ○ ○ ◎ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

オーラルフレイ

ル健口推進員育

成研修（オーラ

ルフレイル健口

推進員養成事

業、（H30まで

8020運動推進員

養成事業））

H29～R3

主に、高齢者の口腔機能の維持向上

を目的とした、健口体操を普及して

いくための基礎知識及び技術の習得

のための講義と実習

（R2年度、３年度は県全体の養成研

修が開催中止となった）

2.だいたいできた

コロナ禍で養成研修等が開催でき

ず、新規推進員が養成・育成できな

かった。健口体操の普及方法等も再

検討していく必要がある。

○ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

オーラルフレイ

ル健口推進員活

動支援（オーラ

ルフレイル健口

推進員養成事業

（H30まで8020

運動推進員養成

事業））

H30～R3

推進員が自主的な活動を円滑に実施

できるよう、市町村及び関係機関・

団体等と連携協力して、支援体制等

の整備及び活動支援を行う。

（H30年度から実績計上開始）

2.だいたいできた

ボランティア活動自体がやりにくい

環境となってしまったため、今後市

町等と連携し、改めて体制づくりを

していく必要がある。

○ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

児童養護施設に

おける人材育成

事業

H30～R3

（１）児童養護施設職員による入所

児童に対する歯科保健に関する助

言・指導（会議・研修会での助言含

む）

（２）施設職員向け研修会

1.よくできた 今後のサポート体制 ○ ○ ◎ ○

鎌倉保健福祉事務所
食生活・口腔ケ

ア支援者研修会
H29

高齢者の食を支援する専門職対象

に、「食べることは生きること～高

齢者のお食事に関するポイントにつ

いて～」をテーマに、歯科衛生士の

視点から見た高齢者の「食」の支援

について講演と実習を実施

1.よくできた ◎ ○

鎌倉保健福祉事務所
障害児者等歯科

保健事業
H29～R3

たんぽぽ教室（葉山町が開催してい

る、就学前の乳幼児を対象とした療

育支援教室）における研修会

1.よくできた ○ ○ ○
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

鎌倉保健福祉事務所
障害児者等歯科

保健事業
H29、H30、R1

ダウン症児の親子の会「さくらんぼ

の会」における研修会
1.よくできた ○

鎌倉保健福祉事務所

歯及び口腔の健

康づくり推進委

員会主催の研修

会

H30、R1

H30：こどもの「よく噛む」を支援

する研修会の実施

R1：オーラルフレイルについて

1.よくできた ○

鎌倉保健福祉事務所

いい歯の日歯科

相談（歯の健康

づくり事業）

H29、H30

鎌倉市歯科医師会が主催する『いい

歯の日無料歯科相談会』にて、次の

普及啓発等を実施

(1) 健口かながわ5か条の普及啓発

(2) 噛む機能のチェック

(3) かながわ健口体操DVDの上映

(4) 歯科保健関連のポスター・リー

フレット類の掲示・配布

(5) 8020運動推進員の活用

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

歯なまる歯科相

談(重度う蝕ハイ

リスク幼児予防

対策事業)

H29～R3

歯科検診

歯科保健指導

フッ化物塗布

＊フッ化物塗布のみ有料

（必要に応じて、保健指導・栄養指

導につなぐ）

1.よくできた
より早期のリスク把握、う蝕ハイリ

スク児の受診促し方（市町と連携）
◎

鎌倉保健福祉事務所

歯っぴぃスマイ

ル相談等(障害児

者等歯科保健事

業　個別・集団

指導)

H29～R3

口に関する相談

食べ方・飲み方相談

定期歯科検診

フッ化物塗布

＊フッ化物塗布のみ有料

1.よくできた
対象児の把握、本事業案内（市町、

他職種と連携）
○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

妊婦さんの歯ぐ

き検診(歯周病予

防対策事業)

H29～R3 歯周病検診と歯みがき指導 1.よくできた
その場限りの検診・指導とならない

ような工夫
◎ ◎ ○

鎌倉保健福祉事務所

歯間清掃用具実

技指導（歯周病

予防対策事業）

H29～R3
イベントや他事業参加者に対して、

歯間清掃用具の実技指導
2.だいたいできた 直接指導できる場が減少している。 ◎ ◎ ◎ ○

鎌倉保健福祉事務所
地域企業におけ

るがん検診受診

促進事業

通年

商工会議所定期健康診断時に体験を

とおしたがん検診の啓発やがん検診

普及啓発リーフレットを配布。地域

産業保健センターを通じて管内事業

所にリーフレット配布。介護保険実

地指導、理美容講習会、食品衛生講

習会、全国労務安全衛生協会時等に

リーフレット配布。

1.よくできた

ここ数年コロナ禍の影響等で配布枚

数が減っているが、今後も継続して

職域関係や他課の協力を得ながら配

布、普及啓発していく必要あり。

○ ◎

鎌倉保健福祉事務所
がん検診普及啓

発セミナー
通年

がん予防講演会でがん体験者の講

話、触診モデル体験、リーフレット

の配布を実施。ピンクリボンかなが

わ㏌鎌倉でリーフレットを配布。

1.よくできた

ここ数年コロナ禍の影響でイベント

が減っているが、今後も継続して関

係機関の協力を得ながら普及啓発し

ていく必要あり。

○ ◎

鎌倉保健福祉事務所

妊娠・出産・不

妊に関する知識

の普及

通年
高校生以上の若者を対象に、健康教

育を実施
1.よくできた

生徒の実情にあった有効な教育が継

続してできるよう、学校と協力して

いく必要がある。

◎ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所
思春期保健連絡

会
H21～

子どもと関わる教育関係者や行政関

係者が知識や連携を深めるため行

政・学校(小中高)関係者向けの研修

会を実施。R2.R3は、オンライン開

催。

1.よくできた

顔を合わせての情報交換や検討の機

会となっていたが、ここ数年オンラ

イン開催となっている。グループ

ワークを導入するなど繋がりを大切

にした運営を継続して行っていく必

要がある。

○ ◎

鎌倉保健福祉事務所

生涯を通じた女

性の健康相談事

業

通年
産婦人科医、臨床心理士による女性

のための健康相談を実施。
1.よくできた

女性に関する様々な相談があり、保

健福祉事務所職員の相談対応スキル

についても向上させていく必要があ

る。

○ ◎

鎌倉保健福祉事務所

生活保護受給者

に対する健康管

理支援

H26～

生活保護受給者が、健康保持、増進

に努め、自らの生活を意欲的に送る

ことが出来るよう、所内専門職によ

る保健指導を実施。また「ふくしの

たより」を作成し健康に関する情報

を提供。

1.よくできた

事業全体についての評価や今後の見

通し、データの分析等、年度ごとに

話し合い、方向性の検討をしていく

必要がある。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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の
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

鎌倉保健福祉事務所

自殺対策講演

会・普及啓発

グッズ配布

H27～現在
自殺対策のため、住みよい地域づく

りを進める講演会の開催
1.よくできた

コロナ禍による影響もあることか

ら、管内の自治体と連携し、更なる

普及と側面的支援を継続して行う必

要がある。

◎ ○ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所
精神保健福祉相

談
通年 嘱託精神科医による相談や訪問 1.よくできた

精神科医に相談できる機会を有効に

活用してもらうため、相談員による

随時相談と連動し取組む必要があ

る。

○ ○ ◎ ○

鎌倉保健福祉事務所 アルコール教室 通年

嘱託精神科医による相談、精神科医

師と酒害相談員によるグループワー

ク

1.よくできた

当事者の取組みを支援するととも

に、日々のこころの健康づくりを引

き続き支援する必要がある。

○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所
受動喫煙防止対

策等促進事業
通年

世界禁煙デー・禁煙週間にあわせ、

受動喫煙防止に関するパンフレッ

ト・ポケットティッシュ等を配布し

普及啓発を実施。

1.よくできた
健康増進法の改正によりPRするパン

フレットの工夫が必要。
○ ○ ◎

鎌倉保健福祉事務所
高校生等への喫

煙防止教育
通年

県立高等学校及び保健福祉事務所管

内の私立を含む小・中・高等学校を

対象に希望のあった学校に対し保健

福祉事務所等の医師や保健師等が喫

煙防止教育を実施。

1.よくできた

喫煙率は下がってきてはいるものの

地域差もある。また家庭や地域、近

隣での苦情も増えており学生にプラ

スした対策も必要。

○ ◎ ○

鎌倉保健福祉事務所
受動喫煙防止対

策等促進事業
通年

鎌倉市青少年育成キャンペーンイベ

ントに参加し受動喫煙防止に関する

パンフレット等を配布し普及啓発を

実施。

1.よくできた

青少年育成キャンペーンの一部にな

るため受動喫煙も対象となるが、め

だたない。

○ ◎ ○

鎌倉保健福祉事務所
受動喫煙防止対

策等促進事業
通年

大学の学園祭、地域の薬物乱用防止

キャンペーンに参加し受動喫煙防止

に関するパンフレット・ポケット

ティッシュ等を配布し普及啓発を実

施。

1.よくできた
他のキャンペーンに便乗するため、

めだたない。
◎ ◎ ○

鎌倉保健福祉事務所
受動喫煙防止対

策等促進事業
R29まで

フェリーターミナル乗船口や地域

マーケット等において受動喫煙防止

に関するパンフレットやポケット

ティッシュ等を配布し普及啓発を実

施。

1.よくできた ○ ○ ◎

鎌倉保健福祉事務所

地域・職域連携

推進事業

受動喫煙防止対

策等促進事業

R2

職域機関（商工会）の健診の場を活

用し受動喫煙防止取組の普及啓発を

行い、働き盛り世代の健康づくりも

支援。

1.よくできた ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

鎌倉保健福祉事務所
地域・職域連携

推進事業
通年

地域・職域連携推進会議：地域保

健・職域保健の連携による生涯を通

じた健康管理を検討

2.だいたいできた

要綱記載の構成メンバーと異なるメ

ンバーの参集へ変わってきたため、

再検討が必要。

○ ○ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所
大学生への健康

教育

R２.11.５

R３.11.11

関東学院大学　共通科目「KGUかな

がわ学」授業（授業目標：超少子化

社会における次世代育成に向けた健

康の視点が理解できる）

2.だいたいできた

オンデマンド授業となり、パワーポ

イントを掲示して読んでもらう学習

スタイルとなった。そのため、学生

から直接の反応が得にくいため、リ

アルタイムでの実施も検討したい。

◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

鎌倉保健福祉事務所

地域・職域連携

推進事業（労

務・安全衛生講

習会）

R２
・ゲートキーパー養成研修

・感染症予防の基本
1.よくできた

R3はコロナの影響で中止となった。

感染拡大防止で会場の参加定員が限

られるため、多くの方に出席してい

ただけるような仕組みが必要。

◎ ◎ ○ ◎ ◎

鎌倉保健福祉事務所

妊娠・出産・不

妊に関する知識

の普及

R２ 未病女子改善についての講話 1.よくできた ○ ◎ ◎

鎌倉保健福祉事務所

三崎センター
健康増進事業 H27～

生活習慣病予防、未病改善について

成人対象に出前型の講座で、

健康教育を実施

1.よくできた

各会多岐にわたる対象者の

ニーズを鑑みながら計画し実施。

新型コロナウィルス感染拡大のため

各会中止期間を経て、

今後の再開にあたり広報を含めた従

来の開催方法を

再検討することが必要。

○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

三崎センター

地域禁煙サポー

ト教育
H29～

当所での実習生（看護学生等）の

合同セミナーで、

喫煙・受動喫煙防止や生活習慣病予

防を

目的とする健康教育を実施

2.だいたいできた

看護大学生に向けて、

事業紹介を兼ねて健康教育を実施し

ている。

今後も継続するにあたり、

近年のデジタル化情報化の中で学習

している学生の知識力に

則した資料や教材作成が必要。

○

鎌倉保健福祉事務所

三崎センター

薬物乱用防止教

育

(たばこ・アル

コール・薬物）

H28～

市内中学校からの依頼により、

たばこ･アルコール･薬物の健康被害

と防止の

大切さについて

考えることを目的とする健康教育を

実施

1.よくできた

新型コロナウィルス感染拡大のため

の

中止期間を経て、

今後の再開にあたり広報を含めた

従来の開催方法を再検討することが

必要。

◎ ◎

鎌倉保健福祉事務所

三崎センター

地域禁煙サポー

ト教育
H29～

市内の放課後児童クラブの

児童生徒を対象に、

喫煙･受動喫煙防止を目的とする

出前講座を実施

1.よくできた

新型コロナウィルス感染拡大の

ための中止期間を経て、

今後の再開にあたり広報を含めた

従来の開催方法を再検討することが

必要。

◎

鎌倉保健福祉事務所

三崎センター

オーラルフレイ

ル

健口推進員養成

事業

H23～現在

歯及び口腔の健康づくりに取り組む

オーラルフレイル健口推進員に対し

て、

地域で活動するための知識・技術を

向上させるため育成研修と活動支援

を実施する。

1.よくできた

・市職員との連携のもと、

　順調に推進員育成・支援が進めら

れている。

・人口規模が小さく、高齢化率の高

い地域であり

　推進員数の維持は重要な課題。

○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

三崎センター

重度う蝕ハイリ

スク幼児

予防対策事業

H7～現在

重度う蝕保有幼児の減少を目的に、

う蝕保有児やう蝕リスク保有児を対

象に、

定期的な歯科検診・保健指導・予防

処置を

実施する。

1.よくできた

・乳幼児のう蝕有病状況は改善傾向

にあり、

　県域平均との差が小さくなってい

る。

・重度う蝕児もしくはリスク保有児

への対応は

　格差是正のため引続き強化が必要

である。

◎ ◎ ◎

鎌倉保健福祉事務所

三崎センター

障害児者等

歯科保健事業
S59～現在

障害を有する児のう蝕発生予防や口

腔機能の

健全な発達を目的に、

定期的な歯科検診・保健指導・予防

処置を

実施する。

1.よくできた

小児に関しては、

市事業（療育関係等）と連携して実

施できている。

成人については積極的な関わりがな

い。

◎ ◎ ◎

鎌倉保健福祉事務所

三崎センター

歯周病予防

対策事業
S63～現在

成人に対する歯周病検診と口腔ケア

指導
1.よくできた

他保健福祉事務所では

ほとんど実施されていない本事業だ

が、

三浦市との協働により毎年継続して

実施し、

高齢期の健康づくりに寄与してい

る。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

鎌倉保健福祉事務所

三崎センター

歯の健康づくり

事業
H20～現在

口腔の健康を保持増進するための

「健口かながわ５か条」の

周知と実践のための助言指導

1.よくできた

機会あるごとにチラシ配布及び助言

を実施している。

8020運動やオーラルフレイル対策の

根幹となる事業であり、

継続が必要である。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

鎌倉保健福祉事務所

三崎センター

特定給食施設等

指導
H15～

特定給食施設等に対して、

利用者の身体状況及び栄養状態等を

踏まえた

食事提供のための必要な指導および

助言を行う

1.よくできた 各施設における人材確保 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

30



COPD

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 54 55 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53

が
ん
の7

5

歳
未
満
の
年
齢
調

整
死
亡
率
の
減
少

が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上

脳
血
管
疾
患
・
虚
血
性
心
疾

患
の
年
齢
調
整
死
亡
率
の
減

少 高
血
圧
の
改
善

脂
質
異
常
症
の
減
少

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
指
標
に

お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良

者
の
割
合
の
減
少

糖
尿
病
有
病
者
の
増
加
の
抑

制 糖
尿
病
治
療
継
続
者
の
割
合

の
増
加

合
併
症(

糖
尿
病
性
腎
症
に
よ

る
年
間
新
規
透
析
導
入
患
者

数)

の
減
少

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患(

C
O
P
D

）

の
認
知
度
の
向
上

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
の
実
施
率
の
向
上

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
該
当
者
及
び
予
備
群
の

減
少

自
殺
者
数
の
減
少

気
分
障
害
（
躁
う
つ
病
を
含

む
）
の
患
者
数
の
減
少

朝
食
を
欠
食
す
る
小
学
５
年

生
の
割
合
の
減
少

子
ど
も
の
週
３
回
以
上
の
・

ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
増
加

・
ス
ポ
ー
ツ
非
実
施
率
の
減

全
出
生
数
中
の
低
出
生
体
重

児
の
割
合
の
減
少

小
学5

年
生
の
肥
満
傾
向
の
割

合
の
減
少

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
増
加
の
縮
小

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
運
動
器
症
候
群
）
を
認

知
し
て
い
る2

0

歳
以
上
の
県

低
栄
養
傾
向
の
高
齢
者
の
増

加
の
抑
制

「
未
病
改
善
」
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
人
の
割
合
の
増

加 未
病
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数

の
増
加

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

活
動
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て

い
る
県
民
の
割
合
の
増
加

健
康
づ
く
り
事
業
等
に
お
い

て
、
健
康
格
差
へ
の
対
策
を

図
っ
て
い
る
市
町
村
の
増
加

適
正
体
重
を
維
持
し
て
い
る

者
の
割
合
の
増
加

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
合

わ
せ
た
食
事
が1

日2

回
以
上

の
日
が
ほ
ぼ
毎
日
の
者
の
割

食
塩
１
日
摂
取
量
が
８
ｇ
未

満
の
者
の
割
合
の
増
加

野
菜
１
日
摂
取
量
が3

5
0

ｇ
以

上
の
者
の
割
合
の
増
加

果
物
１
日
摂
取
量
が1

0
0

ｇ
未

満
の
者
の
割
合
の
減
少

朝
食
又
は
夕
食
を
家
族
と
一

緒
に
食
べ
る
共
食
の
回
数
の

増
加

栄
養
成
分
（
４
項
目
）
を
表

示
を
し
て
い
る
特
定
給
食
施

設
の
割
合
の
増
加

成
人
の
日
常
生
活
に
お
け
る

歩
数
の
増
加

成
人
の
運
動
習
慣
者
（
１
回

3
0

分
、
週
２
回
以
上
の
運
動

を
１
年
以
上
継
続
し
て
い
る

目
覚
め
た
時
に
疲
労
感
が
残

る
者
の
割
合
の
減
少

週
労
働
時
間6

0

時
間
以
上
の

就
業
者
の
割
合
の
減
少
（
年

間2
0
0

日
以
上
の
就
業
）

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
量
を
飲
酒
し
て
い
る
者

（
成
人
１
日
当
た
り
の
純
ア

未
成
年
者
の
飲
酒
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

妊
娠
中
の
飲
酒
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

成
人
の
喫
煙
率
の
減
少

未
成
年
者
の
喫
煙
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

妊
娠
中
の
喫
煙
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

公
共
的
施
設
で
受
動
喫
煙
を

経
験
し
た
人
の
割
合
の
減
少

6
0

歳
代
に
お
け
る
咀
嚼
満
足

者
の
割
合
の
増
加

8
0

歳(
7
5

～8
4

歳
）
で2

0

本
以

上
の
自
分
の
歯
を
有
す
る
者

の
割
合
の
増
加

6
0

歳
（5

5

～6
4

歳
）
で2

4

本

以
上
の
自
分
の
歯
を
有
す
る

者
の
割
合
の
増
加

4
0

歳
（3

5

～4
4

歳
）
で
喪
失

歯
の
な
い
者
の
割
合
の
増
加

2
0

歳
代
に
お
け
る
歯
肉
に
異

常
所
見
の
な
い
者
の
割
合
の

増
加

4
0

歳
代
に
お
け
る
進
行
し
た

歯
周
病
を
有
す
る
者
の
割
合

の
減
少

6
0

歳
代
に
お
け
る
進
行
し
た

歯
周
病
を
有
す
る
者
の
割
合

の
減
少

３
歳
児
で
む
し
歯
が
な
い
者

の
割
合
が8

0

％
以
上
で
あ
る

市
町
村
の
増
加

1
2

歳
児
の
１
人
平
均
む
し
歯

数
が1

.
0

本
未
満
で
あ
る
圏
域

の
増
加

過
去1

年
間
に
歯
科
検
診
を
受

診
し
た
者
の
割
合
の
増
加

健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

鎌倉保健福祉事務所

三崎センター

特定給食施設等

講習会
H15～

特定給食施設等管理者、

管理栄養士および調理員等を

対象とした講習会

1.よくできた
オンライン研修に参加する環境が整

わない施設への対応
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

三崎センター

食生活改善推進

団体

三栄会の育成

H15～

食生活を中心とした

健康づくり・生活習慣病予防に関す

る

地域活動を推進する

ボランティア団体の育成･支援

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症拡大のた

め、

推進員としての活動の場が限られて

しまい、

モチベーションが低下すること。

○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

三崎センター

喫煙・受動喫煙

防止事業

H23～現在

たばこ対策検討会議を行い、

小・中学校の児童生徒を対象に

ボスタ～原画を募集、

会議内の審査会にて特選作品を選

出。

普及啓発を図るため、

特選作品はポスターとして印刷し、

関係機関や団体等に掲示。

1.よくできた

三浦市教育委員会を通して実施する

当コンクールは各校の教科課題とし

て募集し、

市外からの反響も得ている。

近年新型コロナウィルス感染拡大に

より

課題から外れたため応募件数が低減

した。

本取組みを今後も継続していくため

に、

応募数拡充の取組みが課題と言え

る。

◎

鎌倉保健福祉事務所

三崎センター
感染症普及啓発 Ｒ２，Ｒ３

感染症に対する正しい

知識及び対応に関する講座
1.よくできた ◎ ○

鎌倉保健福祉事務所

三崎センター

青少年エイズ・

性感染症

予防講演会

Ｒ２
青少年エイズ・性感染症

予防講演会
1.よくできた ◎ ○

鎌倉保健福祉事務所

三崎センター

こころサポート

講座
Ｒ２～

関係機関及び大学生を対象に

メンタルヘルスに関する講座を実施
1.よくできた ◎ ○ ○

小田原保健福祉事務所
地域禁煙サポー

ト推進事業
H25、27

・成人対象の禁煙サポート指導者研

修会

・スモーカライザーによる呼気中一

酸化炭素測定

1.よくできた
スモーカライザーは呼気で計測する

ためコロナ禍での実施は難しい。
◎ ◎ ○

小田原保健福祉事務所
地域・職域連携

推進事業
H27～Ｒ３

全国労働衛生週間小田原地区推進大

会における相談事業

・健康診断及びがん検診の受診の勧

め

・リーフレット作成

・ＨＰにおける情報提供

アンケート調査(Ｒ１のみ)

1.よくできた

各市町の健康事業を確認しながら行

うことから、課題抽出には時間と分

析が必要となる。学識経験者の専門

性を活かした課題抽出となるよう検

討中。

○ ◎ ◎ ○ ○ ○

小田原保健福祉事務所
県西職域出前講

座

H27

Ｒ３

県西地域にある中小事業所の事業

主、従業員とその家族を対象の出前

講話

1.よくできた
所内の意向と世情が変わるため、依

頼に応えられないことがある。
◎

小田原保健福祉事務所 保健衛生研修 H25～R1

保健・医療・福祉に関する課題を認

識し、新たなニーズに対応できる人

材を育成する研修の実施

2.だいたいできた ○ ○ ◎

小田原保健福祉事務所

フッ化物洗口普

及啓発事業
H18～現在

う蝕予防のためのフッ化物洗口の体

験を通した普及啓発 1.よくできた

フッ化物洗口剤のう蝕抑制効果と入

手方法について、広く普及啓発を行

う取組が必要。

○ ○ ○ ◎

小田原保健福祉事務所
歯の健康づくり

事業
H22～現在

全身の健康づくりを踏まえた歯周病

予防のための歯間清掃指導
1.よくできた

毎日の歯ブラシによる歯面清掃に加

え、歯間清掃のう蝕及び歯周病抑制

効果について、広く普及啓発を行う

取組が必要。

○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

小田原保健福祉事務所
歯の健康づくり

事業
H27～現在 健口かながわ５か条の普及 1.よくできた

５カ条の認知度は未だ低いため、印

象に残る（学習効果のある）普及啓

発方法が必要。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

小田原保健福祉事務所
8020運動推進対

策事業
H23～現在

①健口体操の普及

②オーラルフレイル健口推進員

（8020運動推進員）活動支援の一環

として健口体操の普及

2.だいたいできた

オーラルフレイル健口推進員と当所

職員とが協同した健口体操の普及の

場が必要。

◎
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

小田原保健福祉事務所

オーラルフレイ

ル健口推進員

（8020運動推進

員）養成事業

H23～現在

歯及び口腔の健康づくりを推進する

オーラルフレイル健口推進員（8020

運動推進員）の資質向上を図る

2.だいたいできた

推進員（既存）の活動継続意欲の維

持及び新たに推進員となる人材の確

保が必要。

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小田原保健福祉事務所
障害児者等歯科

保健事業
S62～現在

認知症患者の介護者を支援する交流

会で口腔ケアと安全な食事介助等に

ついての講話及び体験学習

1.よくできた

認知症患者の介助者を対象とした口

腔ケアに関する取組の再構築が必

要。

○ ○ ○ ○ ○

小田原保健福祉事務所
障害児者等歯科

保健事業
S62～現在

障害児者、慢性疾患児等を対象に歯

科検診・相談・予防処置及び摂食・

嚥下機能発達の

1.よくできた

離乳食開始前の段階から専門職によ

る支援を開始できるよう、行政機関

や小児科医療機関への更なる周知が

必要。

○ ○

小田原保健福祉事務所

重度う蝕ハイリ

スク幼児予防対

策事業

H7～現在

重症むし歯保有幼児の減少を目的

に、重症むし歯児等に対し、歯科検

診、保健指導等を実施

1.よくできた

市健診事業（1.6、2歳）からの紹介

者の内、歯科医療機関受診理由以外

の未受診者（連絡不通者）が、3歳児

健診まで未フォローとならないため

の手立てが必要。

◎ ○

小田原保健福祉事務所
地域口腔ケア連

携推進事業
H27～R1

口腔ケア連携推進のため、病院の看

護職員を対象にした研修と助言指導

を行う

1.よくできた

事業は終了したが、同取組の事業対

象病院における継続と地域病院への

広がりが必要。

○ ◎ ○ ○ ○ ○

小田原保健福祉事務所
がん健診受診促

進事業
毎年

がん健診受診の必要性の理解と、受

診につながるよう、講演会の開催や

イベント(市町、企業などと共催)で

のPR活動の実施。

1.よくできた

新型コロナ感染症の発生数増加によ

り保健普及啓発の機会が減少した。

また、保健福祉事務所がコロナ全所

体制となったので事業企画・実施に

取組むことが困難であった。

対象や、実施方法、実施効果を考え

て更に取組みを見直す必要がある。

○ ◎

小田原保健福祉事務所 思春期保健事業
R2年度、H25年

度

講座開催等、集団への指導を実施

し、健康的で豊かな人間性と社会性

をもった性意識、行動を身につける

よう指導を行う
2.だいたいできた

管内では3町が教育委員会と連携して

独自に取組みを始めている。

地域差なく実施される必要がある。
◎

小田原保健福祉事務所 禁煙教育 H25、26､27､28

未成年の喫煙防止、受動喫煙防止、

健康増進を目的に健康教育を実施す

る。

※管理企画課と共同で実施

2.だいたいできた

H31年度以降は、保健福祉事務所がコ

ロナ全所体制となったので事業企

画・実施に取組むことが困難であっ

た。今年度は実施予定。

○ ○ ◎

小田原保健福祉事務所

女子力全開ハッ

ピーライフ支援

事業

H27

妊娠、出産、不妊等女性の健康につ

いての情報提供と、自身のライフプ

ランについて考える講座の実施

2.だいたいできた

性の多様性等も配慮し,現状に即した

内容であるか見直しが必要

コロナ禍で依頼を断らざるをえない

状況

○ ◎

小田原保健福祉事務所

特定給食施設指

導事業

特定給食施設等

講習会

毎年

特定給食施設における栄養・食生

活、および食品衛生管理等に関する

講習会

1.よくできた

　栄養管理が適切に実施できる社会

環境整備の一環として、健康増進法

に基づく、集団施設指導の位置づけ

実施している事業であることから、

本来全部の施設が参加できる環境づ

くりが課題。

　給食施設数が200施設近くになる

中、集合研修では一定の参加率を確

保できていたが、コロナの感染拡大

防止の措置で、動画配信等に切り替

えたところ、参加施設、参加人数の

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
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少

6
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け
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た

歯
周
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有
す
る
者
の
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合
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減
少

３
歳
児
で
む
し
歯
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者
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が8

0

％
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上
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る

市
町
村
の
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加

1
2
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児
の
１
人
平
均
む
し
歯
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0
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の
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に
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受
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し
た
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の
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の
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

小田原保健福祉事務所

特定給食施設指

導事業

特定給食施設等

講習会（種別）

課題に応じて実

施

特定給食施設における栄養・食生活

について、種別ごとの課題に関する

講習会

1.よくできた

　栄養管理が適切に実施できる社会

環境整備の一環として、健康増進法

に基づく、集団施設指導の位置づけ

実施している事業であることから、

種別ごとの課題に関する講習会を実

施。

　コロナの感染拡大防止の措置で、

動画配信等に切り替えたところ、参

加施設、参加人数の把握が難しいこ

とと、参加者の反応が見えないとこ

ろが課題である。

　地域課題の解決のための、種別間

での情報交換、つながりの場として

の機能を確保することも課題であ

る。

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

小田原保健福祉事務所
食生活支援担当

者研修会
毎年

地域での食生活支援に携わる医療・

福祉・介護領域等の関係者に対して

行われる研修会

1.よくできた

　コロナの感染拡大防止の中で、法

律に基づく事業と比べて優先順位が

低くなるため、2年続けて実施ができ

なかったこと。

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

小田原保健福祉事務所
地域保健活動推

進研修会
毎年

関係機関・団体等の栄養士等が食育

をさらに推進する為のスキルアップ

を目的とした研修会

食育を支援する市・町、関係団体等

の栄養士等に対して実施

1.よくできた

　コロナの感染拡大防止の措置で、

動画配信等に切り替えたところ、参

加人数の把握が難しいことと、参加

者の反応が見えないところが課題。

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

小田原保健福祉事務所

専門的栄養指

導・食生活支援

事業

疾病別栄養指導

教室

H25
特定疾患患者の栄養管理に関する集

団栄養指導教室
1.よくできた

他課事業との連携事業のため、継続

した実施ではない。
○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

小田原保健福祉事務所
栄養食生活対策

推進事業
H25

大学からの要望に応じた出前栄養食

生活対策推進講習
1.よくできた

要望があり実施した事業のため、継

続した実施ではない。
○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

小田原保健福祉事務所
栄養食生活対策

推進事業
H25

大学の文化祭で地域の栄養・食生活

対策に関するブースを実施
1.よくできた

他課事業との連携事業のため、継続

した実施ではない。
○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

小田原保健福祉事務所

人

材

育

成

H25~現在

地域自殺対策人材養成事業

　ゲートキーパー養成研修（出前講

座）

1.よくできた
感染状況によっては、ロールプレイ

の実施が難しい。
◎ ○

小田原保健福祉事務所
そ

の
他 H25~現在

嘱託医、専門職員による精神保健福

祉相談
1.よくできた ○ ◎

小田原保健福祉事務所

そ

の

他

R2 8050問題　関係機関調査 1.よくできた ◎

小田原保健福祉事務所

そ

の

他

R3 8050問題　スキルアップ研修 1.よくできた

保健所の精神保健福祉担当職員が２

名しかいないため、マンパワー不足

で継続ができない。

◎

小田原保健福祉事務所足

柄上センター

受動喫煙防止条

例に係る戸別訪

問

H22～現在

神奈川県受動喫煙防止条例に基づ

く、禁煙表示の確認及び条例の周知

を実施した。

2.だいたいできた

令和２年度以降は新型コロナウイル

スの影響のため定期的に訪問でき

ず、年間訪問計画数に達していな

い。そのため、法改正等の周知が不

十分なところがある。

○

小田原保健福祉事務所足

柄上センター

学生実習合同オ

リエンテーショ

ンでの受動喫煙

防止・禁煙教育

H25～現在

学生合同オリエンテーションにて、

喫煙による健康被害の説明及び啓発

グッズの配布をした。

2.だいたいできた

保健医療福祉系専門学校生、大学生

への禁煙教育の場として、周知をし

ているが、啓発の効果を確認できて

いない

○ ○ ○
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

小田原保健福祉事務所足

柄上センター

地域・職域連携

推進会議
H20～現在

働き盛りの世代を主な対象として、

地域保健と職域保健が連携（以下

「地域・職域連携」という。）し、

健康課題に対する効果的な対策等を

推進するために、県域に二次保健医

療圏を単位とした協議会を設置・運

営し、県民の健康づくりの着実な推

3.あまりできなかった

令和２年度以降は新型コロナウイル

スの影響のため書面開催が続いてお

り、関係機関の事業紹介の周知が不

十分なところがある。また、関係機

関の担当者が対面で会う機会が減

り、2つの重点目標の評価や進捗状況

を共通

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小田原保健福祉事務所足

柄上センター

生涯を通じた女

性の健康相談事

業

令和3年度 女性外来担当医師による相談 2.だいたいできた

相談利用される方の年齢層の多くは

30代以上の方が以上の方が多いため

幅広い年齢層への周知方法が課題で

ある。

○ ○

小田原保健福祉事務所足

柄上センター

がん検診受診促

進事業

令和２年度

令和３年度

がん検診普及、受動喫煙防止パネル

展
2.だいたいできた

感染予防のために、パネル展示によ

り非接触式のがん検診普及啓発を

行ったが、そのために立ち寄り者の

感想などから質的評価をすることが

難しい。

評価方法を工夫し、この普及啓発方

法の効果を図ってきたい。

◎ ○

小田原保健福祉事務所足

柄上センター

がん検診普及啓

発キャンペーン

令和元年度

令和４年度

がん検診普及のために、パネル展示

や乳がんの触診モデル活用による、

自己チェック方法の啓発などを行っ

た。また、がんに関する相談受付、

ピンクリボン車見学による普及啓発

を行った。

2.だいたいできた

新型コロナ流行前は市町保健師への

応援依頼をしていたが、令和４年度

は感染予防のため依頼していない。

そのため、事前の周知などの市町と

の連携が不十分であった。

感染予防をしながら、連携・周知の

体制を整えることが課題。

◎ ○

小田原保健福祉事務所足

柄上センター

特定給食等指導

事業
H25～現在

特定給食施設等に対して、栄養管理

の実施に対して必要な指導、助言及

び監督を行うとともに、利用者や職

員等の健康に関する知識の普及や健

康・栄養教育等の支援を行った。

1.よくできた

コロナ対策のためにあっという間に

広がったオンライン講習会だが、内

容や方法に応じて集合形式でも開催

したいと考えている。ただ、まだ集

合形式にするには状況が見通すこと

ができない。

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

小田原保健福祉事務所足

柄上センター

食生活支援担当

者等研修
H25～現在

広域的又は専門的な知識及び技術を

必要とする栄養指導や、疾病者や要

介護者に対する病態に応じたQOLの

向上のための栄養指導や講習会並び

に食生活を支援する管内地域の関係

者への研修会を行った。

1.よくできた

同上

担当者通しの横の連携を持ちたいと

思ってもなかなか集合しての講習会

ができない。

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

小田原保健福祉事務所足

柄上センター

地域保健活動推

進研修(食育研

修）

H25～現在

地域において、食育及び栄養・食生

活対策を推進する関係者を対象に研

修等を実施した。

1.よくできた

同上

担当者通しの横の連携を持ちたいと

思ってもなかなか集合しての講習会

ができない。

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

小田原保健福祉事務所足

柄上センター

食生活改善推進

団体リーダー研

修会

H25～現在

食生活に関わるボランティア団体の

リーダーに対する研修会　及び市町

の食生活推進員養成講座への支援

1.よくできた

コロナ対策でなかなか、今までの講

習会や活動ができない状況で、会員

のモチベーションが下がらいように

する。

◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

小田原保健福祉事務所足

柄上センター

栄養表示等活用

推進事業
H25～現在

適正な食品情報の提供及び提供され

た情報の活用をめざして、指導や普

及啓発を行った。

1.よくできた ◎
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

小田原保健福祉事務所足

柄上センター

オーラルフレイ

ル健口推進員

（８０２０運動

推進員）養成事

業（研修会）

平成23年度～現
在
※令和2・3年度
は中止

管内市町村及び関係機関・団体等と

連携してオーラルフレイル健口推進

員が口腔機能向上の普及啓発活動

等、円滑に自主活動を実施できるよ

う、育成のための研修を行う。（令

和２・３年度は感染症対策のため集

合研修を中止）

1.よくできた

ボランティア人材の不足により、市

町から新規の推薦が難しい状況であ

る。

新型コロナウイルス感染症の流行に

より、お口の体操の普及活動と集合

研修が難しく個別の活動支援を継続

している。

○ ◎ ○ ○ ○

小田原保健福祉事務所足

柄上センター

歯の健康づくり

事業

平成27年度～現
在

全ての世代に共通し、県民自らが取

り組む行動目標として掲げた「健口

かながわ５か条」の普及を行い、口

腔機能の維持向上をはじめとした、

県民の主体的な歯及び口腔の健康づ

くりを推進する。

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症の流行イ

ベント等の中止の影響で、普及機会

が減少している。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

厚木保健福祉事務所

地域企業におけ

るがん検診受診

促進事業

H23～現在

「神奈川県がん対策推進計画」を踏

まえ、地域企業に対して勤労者のが

ん受診促進の啓発活動を実施する。

がん検診受診率の向上を目指し、市

町村のがん検診情報チラシを作成

し、がん・疾病対策課作成リーフ

レットと併せて地域の企業や事業所

等に配布する。

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

により、例年参加していた労働安全

衛生協会主催イベントの中止や、所

内における事業実施方法の変更等に

より、対面での普及啓発の機会は限

られている。

○ ◎

厚木保健福祉事務所

女子力全開ハッ

ピーライフ支援

事業

H26～現在

若い世代を対象に、自らの身体や妊

娠出産に関する正しい知識を得て、

ライフプランを主体的に考え、自分

の将来を選択できるようにすること

を目的に、健康教育や普及啓発を実

施。

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

により、例年参加していた大学祭の

中止など普及啓発の場が限られた。

高校や大学から依頼を受けて実施し

た健康教育についても、対面からオ

ンライン配信への切り替えにより伝

わりづらさや反応の確認しずらさが

あった。

◎

厚木保健福祉事務所

歯間清掃用具の
活用推進（歯周
病予防対策事
業）

通年 歯間清掃用具の実技指導 3.あまりできなかった

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

イベント等の開催もできず、実施が

困難だった。コロナ禍での実施方法

○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

厚木保健福祉事務所
歯の健康づくり

事業
通年 健口かながわ５か条の普及 3.あまりできなかった

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

イベント等の開催もできず、リーフ

レットの配布が困難だった。コロナ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所
障害児者等歯科

保健事業
通年

心身に障害や慢性疾患などがある乳

幼児の歯科疾患予防や口腔機能の維

持・改善等を図るために、歯科検診

や保健指導、摂食機能発達に向けた

支援を行う。

1.よくできた

令和2年2月より新型コロナウイルス

感染症感染拡大のため、事業中止が

数回あった。対応できない状況の中

で対象者への可能なフォローの検討

○ ○

厚木保健福祉事務所

重度う蝕ハイリ

スク幼児予防対

策事業

通年

重症むし歯保有児の減少を目的に、

重症むし歯につながるリスク要因を

保有している幼児等に対し、歯科検

診、予防処置、保健指導等を実施す

1.よくできた

市町村の乳幼児歯科健診で把握され

たう蝕ハイリスク児で当所や医療機

関を受診していない児の実態把握

◎

厚木保健福祉事務所

在宅療養者等訪

問口腔ケア推進

事業

（リーフレット

の作成と配布）

令和元年、2年

訪問歯科診療・口腔ケアの推進を図

るため、住民の口腔保健に関する意

識の向上を図るため、リーフレット

を作成し、配布を行った

3.あまりできなかった

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で、医療機関等への配布のお願

いが思うようにできなかった。コロ

ナ禍での普及方法

○ ○ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所

オーラルフレイ

ル健口推進員養

成事業

通年

歯及び口腔の健康づくりに主体的に

取り組むオーラルフレイル健口

（8020運動）推進員の育成と活動支

援を行う。

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で、実技を少人数型で実施した

が、感染状況により、実施方法の検

討が必要

○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所 精神保健相談 通年

地域住民の心の健康に関する相談に

対応し、必要に応じて専門的助言を

行う。

2.だいたいできた

相談内容や人員体制の問題もあり、

すぐに対応ができない場合もある。

できることできないことを整理し、

対応をする必要がある。

◎ ○ ○ ○ ○
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

厚木保健福祉事務所
禁煙推進サポー

ト教育
Ｈ25

地域からのニーズに応じ、喫煙防

止、受動喫煙防止、禁煙推進を目的

に健康教育を実施する。

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

対面式が実施できなかった

○ ○ ◎

厚木保健福祉事務所
禁煙推進サポー

ト教育
Ｈ25

地域からのニーズに応じ、喫煙防

止、受動喫煙防止、禁煙推進を目的

に健康教育を実施する。

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

対面式が実施できなかった

◎

厚木保健福祉事務所
禁煙推進サポー

ト事業
Ｈ26

地域からのニーズに応じ、喫煙防

止、受動喫煙防止、禁煙推進を目的

に健康教育を実施する。

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

対面式が実施できなかった

◎

厚木保健福祉事務所
禁煙推進サポー

ト事業
Ｈ26

地域からのニーズに応じ、喫煙防

止、受動喫煙防止、禁煙推進を目的

に健康教育を実施する。

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

対面式が実施できなかった

厚木保健福祉事務所
禁煙推進サポー

ト事業
Ｈ27

地域からのニーズに応じ、喫煙防

止、受動喫煙防止、禁煙推進を目的

にイベント相談を実施する。歯とお

口のフェスタと同時開催の「愛の禁

煙キャンペーン」来所者（46名）

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

対面式が実施できなかった

◎

厚木保健福祉事務所
禁煙推進サポー

ト事業
Ｈ27

地域からのニーズに応じ、喫煙防

止、受動喫煙防止、禁煙推進を目的

にイベント相談を実施する。

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

対面式が実施できなかった

◎

厚木保健福祉事務所
禁煙推進サポー

ト事業
Ｈ27

地域からのニーズに応じ、喫煙防

止、受動喫煙防止、禁煙推進を目的

に健康教育を実施する。

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

対面式が実施できなかった

○ ◎

厚木保健福祉事務所
禁煙推進サポー

ト事業
Ｈ27

地域からのニーズに応じ、喫煙防

止、受動喫煙防止、禁煙推進を目的

に健康教育を実施する。

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

対面式が実施できなかった

○ ◎

厚木保健福祉事務所
禁煙推進サポー

ト教育
Ｈ28

地域からのニーズに応じ、喫煙防

止、受動喫煙防止、禁煙推進を目的

に健康教育を実施する。

2.だいたいできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

対面式が実施できなかった

◎ ○

厚木保健福祉事務所
禁煙推進サポー

ト教育
Ｈ29

地域からのニーズに応じ、喫煙防

止、受動喫煙防止、禁煙推進を目的

に健康教育を実施する。

2.だいたいできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

対面式が実施できなかった

◎ ○

厚木保健福祉事務所
愛川町健康フェ

スタ
Ｒ元

ブースにおいて肺の健康状態を自主

的に肺チェッカーを使用して、肺年

齢の測定を行うことで、喫煙及び受

動喫煙の健康への影響を伝える。確

認してもらい禁煙について考える機

会とする

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

対面式が実施できなかった

◎ ○

厚木保健福祉事務所
清川村健康まつ

り
Ｒ元

清川村健康まつりに参加し、スモー

カーライザーによる呼気中一酸化炭

素測定や肺チェッカーによる肺年齢

測定を行うことで、喫煙及び受動喫

煙の健康への影響を伝える。

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

対面式が実施できなかった

◎ ○

厚木保健福祉事務所
荻野中学校喫煙

防止教育
Ｒ元 喫煙防止教育（中学１年生） 1.よくできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

対面式が実施できなかった

◎

厚木保健福祉事務所 松蔭大学学園祭 Ｒ元
禁煙サポート教育（パネル調査）学

生（77人）
1.よくできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

対面式が実施できなかった

厚木保健福祉事務所
神奈川工科大学

学園祭
Ｒ元 禁煙サポート教育（パネル調査） 1.よくできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

対面式が実施できなかった

厚木保健福祉事務所

地域職域連携推

進事業「生活習

慣病対策事業」 Ｈ25

中小規模事業所等に出向き

「生活習慣病対策事業出前健康講

座」を実施

1.よくできた ○ ○ ◎

厚木保健福祉事務所

地域職域連携推

進事業「生活習

慣病対策事業」 H26

働き盛りの人の生活習慣病予防とし

て健診結果の見方から生活習慣の見

直し等健康づくりについて働きかけ

る『出前講座』

1.よくできた ○ ○ ◎
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科
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受

診
し
た
者
の
割
合
の
増
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

厚木保健福祉事務所

地域・職域連携

推進協議会事業

「生活習慣病対

策事業」

H26

保健師等のための健康づくり対策啓

発用媒体集（県央地区働き盛りの方

用）の作成および配布（職域保健関

係機関・市町村）

1.よくできた ○ ○ ◎

厚木保健福祉事務所

地域・職域連携

推進事業

健康に関する情

報提供

H27

健康に関する普及啓発として、イベ

ント研修会等で未病、がん対策、食

生活、若年性認知症、風しんの予防

接種等について説明や各種チラシを

配布した。あわせて、メール配信等

で情報提供を行った。

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

厚木保健福祉事務所

地域職域連携推

進事業

出前健康講座

H27～現在

小中規模事業所に出向き

生活習慣病対策の予防等について講

座を実施する

1.よくできた

新型コロナウイルス感染症対応のた

め令和２年～４年度にかけて、対面

式が実施できなかった

○ ○ ○ ◎ ○ ◎

厚木保健福祉事務所

地域職域連携推

進事業

健康づくり関連

情報の発信

H29～現在

地域･職域関係機関それぞれの取組み

情報を一元化し新たにホームページ

を立ち上げる。

働く人に耳よりな情報をホームペー

ジで発信。定期健康診断、事後指

導、がん検診などの情報を発信し、

健診受診率・事後指導実施率の向上

を目指す。また、中小事業所での健

康づくりの取組みを紹介し、働く人

の健康づくりを支援する。

http://www.pref.kanagawa.jp/do

cs/iy8/shougaikenkou/p1139908.

html

2.だいたいできた

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止で令和２年～４年度にかけて、

地域職域連携推進事業が実施できて

おあらず、ホームページの評価や改

善に取組めていない。

○ ○ ○

厚木保健福祉事務所

地域職域連携推

進事業

小中規模事業所

向け健康づくり

対策事例集の配

布

H28～現在

小中規模事業所向け健康づくり対策

事例集を作成し、職域団体を通じて

配布、研修会等で配布する。

2.だいたいできた

新型コロナウイルス感染症対応のや

め令和２年～４年度にかけて、地域

職域連携推進事業が実施できておら

ず、事例集の新たな作成が出来てい

ない。また配布の機会も減少してい

る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所
出前未病コー

ナー
令和元年～現在

・チラシの配架（がん検診、地域職

域、未病）

・骨密度測定、血管年齢等

・ミニ健康教育

（血管モデル、脂肪モデルを用い

て）

・肺活量測定、肩こりチェック等

3.あまりできなかった

新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止のため令和２年～４年度にかけ

て、商工会議所等での健康診断の機

会が制限され、実施することが出来

ていない。

○ ○ ◎

厚木保健福祉事務所
特定給食等指導

事業
～現在

・特定給食施設等における適切な栄

養管理の実施を確保するために行う

研修会（全体・種別）

1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所

食生活改善団体

「あゆみ会」の

育成・支援

～現在

・生活習慣病予防や低栄養対策等、

地域における栄養・食生活改善活動

を関係機関と連携して取組む

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

厚木保健福祉事務所

若い世代への食

生活支援対策事

業

平成23～現在

・地域、職域、大学と連携し、若い

世代に対し生活習慣病予防のための

食生活を中心とした支援を行う

・企業や大学において、健康部門と

給食部門による一体化した健康づく

りを進めるための支援を行う

　ホームページやツイッターを活用

し、栄養･食生活情報を発信

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt

/p451849.html

1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ○

37



COPD

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 54 55 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53

が
ん
の7

5

歳
未
満
の
年
齢
調

整
死
亡
率
の
減
少

が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上

脳
血
管
疾
患
・
虚
血
性
心
疾

患
の
年
齢
調
整
死
亡
率
の
減

少 高
血
圧
の
改
善

脂
質
異
常
症
の
減
少

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
指
標
に

お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良

者
の
割
合
の
減
少

糖
尿
病
有
病
者
の
増
加
の
抑

制 糖
尿
病
治
療
継
続
者
の
割
合

の
増
加

合
併
症(

糖
尿
病
性
腎
症
に
よ

る
年
間
新
規
透
析
導
入
患
者

数)

の
減
少

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患(

C
O
P
D

）

の
認
知
度
の
向
上

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
の
実
施
率
の
向
上

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
該
当
者
及
び
予
備
群
の

減
少

自
殺
者
数
の
減
少

気
分
障
害
（
躁
う
つ
病
を
含

む
）
の
患
者
数
の
減
少

朝
食
を
欠
食
す
る
小
学
５
年

生
の
割
合
の
減
少

子
ど
も
の
週
３
回
以
上
の
・

ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
増
加

・
ス
ポ
ー
ツ
非
実
施
率
の
減

全
出
生
数
中
の
低
出
生
体
重

児
の
割
合
の
減
少

小
学5

年
生
の
肥
満
傾
向
の
割

合
の
減
少

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
増
加
の
縮
小

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
運
動
器
症
候
群
）
を
認

知
し
て
い
る2

0

歳
以
上
の
県

低
栄
養
傾
向
の
高
齢
者
の
増

加
の
抑
制

「
未
病
改
善
」
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
人
の
割
合
の
増

加 未
病
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数

の
増
加

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

活
動
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て

い
る
県
民
の
割
合
の
増
加

健
康
づ
く
り
事
業
等
に
お
い

て
、
健
康
格
差
へ
の
対
策
を

図
っ
て
い
る
市
町
村
の
増
加

適
正
体
重
を
維
持
し
て
い
る

者
の
割
合
の
増
加

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
合

わ
せ
た
食
事
が1

日2

回
以
上

の
日
が
ほ
ぼ
毎
日
の
者
の
割

食
塩
１
日
摂
取
量
が
８
ｇ
未

満
の
者
の
割
合
の
増
加

野
菜
１
日
摂
取
量
が3

5
0

ｇ
以

上
の
者
の
割
合
の
増
加

果
物
１
日
摂
取
量
が1

0
0

ｇ
未

満
の
者
の
割
合
の
減
少

朝
食
又
は
夕
食
を
家
族
と
一

緒
に
食
べ
る
共
食
の
回
数
の

増
加

栄
養
成
分
（
４
項
目
）
を
表

示
を
し
て
い
る
特
定
給
食
施

設
の
割
合
の
増
加

成
人
の
日
常
生
活
に
お
け
る

歩
数
の
増
加

成
人
の
運
動
習
慣
者
（
１
回

3
0

分
、
週
２
回
以
上
の
運
動

を
１
年
以
上
継
続
し
て
い
る

目
覚
め
た
時
に
疲
労
感
が
残

る
者
の
割
合
の
減
少

週
労
働
時
間6

0

時
間
以
上
の

就
業
者
の
割
合
の
減
少
（
年

間2
0
0

日
以
上
の
就
業
）

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
量
を
飲
酒
し
て
い
る
者

（
成
人
１
日
当
た
り
の
純
ア

未
成
年
者
の
飲
酒
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

妊
娠
中
の
飲
酒
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

成
人
の
喫
煙
率
の
減
少

未
成
年
者
の
喫
煙
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

妊
娠
中
の
喫
煙
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

公
共
的
施
設
で
受
動
喫
煙
を

経
験
し
た
人
の
割
合
の
減
少

6
0

歳
代
に
お
け
る
咀
嚼
満
足

者
の
割
合
の
増
加

8
0

歳(
7
5

～8
4

歳
）
で2

0

本
以

上
の
自
分
の
歯
を
有
す
る
者

の
割
合
の
増
加

6
0

歳
（5

5

～6
4

歳
）
で2

4

本

以
上
の
自
分
の
歯
を
有
す
る

者
の
割
合
の
増
加

4
0

歳
（3

5

～4
4

歳
）
で
喪
失

歯
の
な
い
者
の
割
合
の
増
加

2
0

歳
代
に
お
け
る
歯
肉
に
異

常
所
見
の
な
い
者
の
割
合
の

増
加

4
0

歳
代
に
お
け
る
進
行
し
た

歯
周
病
を
有
す
る
者
の
割
合

の
減
少

6
0

歳
代
に
お
け
る
進
行
し
た

歯
周
病
を
有
す
る
者
の
割
合

の
減
少

３
歳
児
で
む
し
歯
が
な
い
者

の
割
合
が8

0

％
以
上
で
あ
る

市
町
村
の
増
加

1
2

歳
児
の
１
人
平
均
む
し
歯

数
が1

.
0

本
未
満
で
あ
る
圏
域

の
増
加

過
去1

年
間
に
歯
科
検
診
を
受

診
し
た
者
の
割
合
の
増
加

健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

厚木保健福祉事務所

高齢者の食生活

支援体制づくり

事業

H30～現在

高齢者のフレイル予防を推進するた

め、関係機関・団体等と連携し、課

題解決に向け協議する。

1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所大和

センター

重度う蝕ハイリ

スク幼児予防対

策事業

通年

歯科検診

歯科保健指導

予防処置

1.よくできた ◎ ○

厚木保健福祉事務所大和

センター

障害児者等歯科

保健事業
通年

定期歯科検診

歯科保健指導

食べ方・飲み方相談

予防処置

1.よくできた ○ ○

厚木保健福祉事務所大和

センター

歯周病予防対策

事業
通年

歯周病検診

ブラッシング指導

歯間清掃用具使用法指導
2.だいたいできた ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

厚木保健福祉事務所大和

センター

歯の健康づくり

事業
通年 健口かながわ５か条の普及 1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

厚木保健福祉事務所大和

センター

オーラルフレイ

ル健口推進員養

成事業

通年

歯及び口腔の健康づくりを推進する

ため、オーラルフレイル健口推進員

の育成を行う。

1.よくできた ◎ ◎ ○ ○

厚木保健福祉事務所大和

センター

女性の健康専門

相談
令和3年

思春期から更年期等に至る女性特有

の健康状態に対して、適切な自己管

理ができ、健康の保持増進が図れる

よう支援をする。

1.よくできた

厚木保健福祉事務所大和

センター

思春期セミ

ナー・出前講座
令和3年

思春期における、生理、心理、社会

の各方面から、健康的で豊かな人間

性と社会性をもった性意識、行動を

身につけられるよう、教育を行う。

1.よくできた

厚木保健福祉事務所大和

センター

地域企業におけ

るがん検診受診

促進事業

令和3年

管内の食品衛生責任者、介護保険事

業者にがん検診受診促進リーフレッ

トを配布し、がんの理解・がん検診

の受診促進を図る。

1.よくできた ◎

厚木保健福祉事務所大和

センター

がん検診普及啓

発セミナー
R3年度

「神奈川県がん対策推進計画」を踏

まえ、市町村、保健福祉事務所、Ｎ

ＰＯ、関係団体等が協働して、地域

のニーズや実情に応じた「がん検診

普及啓発セミナー（以下「セミ

ナー」という。）」を実施し、がん

検診受診率の一層の向上を目指す。

1.よくできた ◎
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健康増進課
かながわ方式保健

指導促進事業
通年

生活習慣病重症化予防のための「かなが

わ方式保健指導」マニュアルの活用と、

効果的な保健指導実践力の向上を目指

す。

1.よくできた

かながわ方式保健指導の要素を取り入れた

生活習慣病重症化予防の取組について、県

内自治体への更なる普及と側面的支援を継

続して行う必要がある。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病 健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備
身体活動・運

動

休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康

所管課 事業内容事業・取組 実施年度

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

課題

厚木保健福祉事務所大和

センター
なごみ会定例会 通年

食生活改善推進団体なごみ会の定例

会にて、｢かながわ健康プラン21(第2

次)｣を地域で推進するための研修会

1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所大和

センター

給食施設全体講

習会、種別講習

会
通年

給食施設における適切な栄養管理の

実施を確保するための集団指導、利

用者や職員などに対する健康・栄養

教育等の実施を推進するための講習

会及び施設間の情報交換や必要な研

修等

1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所大和

センター

食生活支援担当

者研修

長期療養者に対して疾病重症化や合

併症の進行防止のための講習会や個

別の指導等を行うと共に、食生活を

支援する担当者等への研修会

1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所大和

センター

地域保健活動推

進研修
通年

地域において、食育及び栄養・食生

活対策を推進する市町村及び関係機

関・団体等の栄養士等を対象にした

研修会

1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所大和

センター

特定給食等指導

事業

(実地調査及び指

導)

通年
健康増進法に基づき、給食施設の実

地調査及び指導、助言を行う
1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所大和

センター

栄養改善普及運

動

（大人の食育

キャンペーン）

令和3年

８月～10月

「かながわ健康プラン21（第2

次）」の栄養・食生活の目標のう

ち、「主食・主菜・副菜をそろえた

食事」をテーマにした媒体を作成

し、各企業の担当者に案内した。

1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所大和

センター

高校生への性感

染症予防教育
通年

青少年を対象にエイズ・性感染症予

防に関する講演を実施
1.よくできた ◎

厚木保健福祉事務所大和

センター

ゲートキーパー

養成
通年

自身のこころの健康や身近な人のこ

ころの変化に気づき、適切な対処が

できるゲートキーパーの養成

2.だいたいできた
コロナ感染拡大防止のため対面で研

修を行う機会が減少
○ ○ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所大和

センター

精神保健福祉相

談
通年

地域住民の認知症に関する相談に対

応し、必要に応じて専門的助言を

行った

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所大和

センター

もの忘れ・認知

症相談
通年

地域住民のこころの健康に関する相

談に対応し、必要に応じて専門的助

言を行った

1.よくできた ○ ○

松陽高等学校
松陽健康プログ

ラム
H26～現在

生徒自ら健康行動を起こそうという

気持ちになること、起こすこと（健

康行動への意識づけ）、生涯を通じ

た健康づくりの基礎として、日常で

の健康生活の実践と習慣化を目指

し、　学校生活のさまざまな場面

（授業、HR活動、学校行事、部活動

等）において、食事・運動・睡眠、

休養等健康に関する取組みを展開す

る。

2.だいたいできた 特になし

県立新城高等学校 　 通年

１年生「保健」授業において、単元

「現代社会と健康」において、健康

への考え方や成り立ちを学ばせる。
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